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石巻地域プロジェクト改革計画書

（底びき網漁業に関する改革計画書）

地域プロジェクト名称 石巻地域プロジェクト

名 称 石巻市水産振興協議会

人ノ ） 地域プロジェクト

運 営 者 代表者 氏 名 会長河村五郎

住 所 宮城県石巻市魚町2丁目 14番地

計 画策定年月 平成21年 12月 計画期間平成21年度から平成24年度



石巻地域プロジェクト底ぴき網漁業の改革計画の概要

・石巻地域における底びき網漁業は， 65トン型， 30トン型， 19型の沖合底びき網漁船と14トン型，9.7トン型の小型底びき網漁船により操業が行われている。
・底びき網漁業は石巻地域の基幹漁業。この漁業でフk揚げされる漁獲物は活・鮮魚出荷のみならず水産加工原料として供給，地域産業に不可欠0

・特に老朽化の著しい19トン型の沖合底びき網漁船， 14トン.9.7トン型の小型底びき網漁船の構造改革に取り組む。
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I 販売に関する主な改革事項 I 

（ 生産に関する事項 〉
’【燃油代，漁具費等 15～30%削減】

【漁獲物の付加価値向上 3～5%魚価アップ】

1 漁船の合理化
漁船の小型化．他漁業との兼業船化により漁船の合理化を図る。

2 省エネ・省力化
省エネ船型， 2段減速逆転機．新型・最適プロペラ等
主機関の自動データ収集記録装置．新型トロールウインチの導入

3 漁機作業の改善・効率化，労働環境の改善
作業スペースの拡大．三段コットン網の導入．サロン面積の拡充，空調設備の設置

4 高鮮度化による付加価値向上
滅菌冷海水装置の導入により漁獲物の高鮮度化を図る。

5 資源保護
仙台湾の保護区の更なる拡大やマアナゴ（30cm未満）再放流に取り組む。

（ 販売に関する事項 〉

1 スルメイカ等の一部魚種について，パウチ箱詰め出荷

による新たな販売形態に取り組む。
2 ボッケなど一部魚種について，皮剥き，内蔵処理加工

を船上で行い付加価値化を図る。
3 ヒラメ，カレイ類の活魚率の向よと活〆脱血処理を行

い付加価値化・収益性の向上を図る。
4 石巻魚市場の活魚受入体制の充実と石巻の底魚の

ブランド化に取り組む。
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目的

石巻地域における基幹漁業である沖合底びき網漁業 小型底びき網漁業の底びき網漁

業は，年間約4万トン， 60億円を水揚げし活 ・鮮魚 ・加工原料の供給はもとより重要

な役割を果た している。

他方，その経営状況は，対象資源、の減少，魚価の低迷や燃油及び漁業資材の高騰等に

より極めて厳しい状況にある。

このような状況を改善し当該漁業の経営の安定・持続を図るため，少ない漁獲で経営

の安定 ・向上を図る べく，低コスト ・高生産型の経営形態の確立に向け流通加i；関連産

業とー体となり構造改革を行う。

地域の概要等

(I)地域の概要

石巻市は，平成 17年 4月 l日に石巻市・河北町・雄勝町・河南町・桃生町 ・北上

町・牡鹿町の l市 6町が合併し，現在は人口約 16万 7千人，面積 555平方キロメ ー

トルの県下第二の都市となっている。

当地区には，宮城県牡鹿半島の南西部，旧北上川河口に位置し，遠洋 ・沖合・近海

漁業の水揚港で、ある石巻漁港があり，また水産加工業も極めて盛んなことから水産物

の全国的な供給基地として重要な役割を果たしている。
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昭和 49年（1974年），当時東洋 ーの施設を誇る石巻新漁港の開港を契機に，魚市

場も現在地に移転。従来の河口港の狭隆の悩みから解消され，大型漁船の出入りが増

加した。しかし，昭和 52年の 200海里規制の実施により，当地区の水産業は大きな

打撃を受けることとなった。その結果，それまでの遠洋・北洋魚種中心の水揚げから

イワシ ・サパ・カツオ等の沖合 ・近海漁業の水揚げへと移行した。

石巻魚市場における水揚げ金額は，昭和 57年（1982年）

り，平成4年（1992年）以降は概ね 200億円で推移している。

平成 20年の総水揚げ数量は 135353 トン，総水揚げ金額は 216億円であるが，こ

のうち，まき網漁業が占める割合は 57,946トン（42.8%) ' 90億円（41.7%），底び

き網漁業（沖合と小型の合計）が占める割合は， 32595トン（24.J%) ' 53億円（24.3

%）となっており，水産加工 ・流通などの関連業種を含め，裾野の広い地域産業が形

成されている。

をピークに減少傾向にあ

。
施設の概要》

石巻市水産物地方卸売市場

石巻市 （昭和 14年開設）

石巻魚市場株式会社

約 1' 200m 

《石巻魚市場

名称

開設者

卸売業者

岸壁全長
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石巻魚市場の水揚げ状況の推移（1974年一2008年）
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・まき網漁業

・沖合底ぴき網

小型底曳網
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まき網漁業，底びき網t魚業などの漁船漁業は，資源の減少，流通販売形態の変化，

公海水域の管理強化等の国内外の影響を受け，漁船の減少を余儀なくされている。特

に原油価格の乱高下は，燃油価格の上昇や資材の高騰を引き起こし，漁家経営を大き

く圧迫しており，残存漁業者もまた潟、船の老朽化が一段と進行している現状にありな

がら，漁船の代替えをできず，将来的に地域の漁業として継続していくことが困難と

なっている。

とのような状況を打開するため，当地区では平成 19年にまき網漁業における改革

計画を策定し，収益性の向上を目指して改革型漁船による実証試験を行っているが，

底びき網潟、業についても水揚から加工，流通，販売などの関連産業及び地域経済と連

携しつつ，効率的で安定した経営を目指し，地域の漁業として存続していくための改

革が喫緊の課題となっている。

(2）底びき網t魚業の現状

石巻地域における底びき網漁業は， 65(75）トン型 (12隻）' 30～型 (I隻）' 19～ 

型（12隻）の沖合底びき網漁船と， 14～型（5隻）' 9.7～型（9隻）の小型底びき網

漁船の5タイプ（計39隻）の漁船により操業が行われている。

底びき網漁業の最近の水揚げは， 65トン型の底びき網漁業では約3万トン，約40億円，

それ以外の底びき網漁業では約 1万トン， 20億円前後となっており，石巻魚市場全体

の水揚量・金額の約 25%を占め，まき網漁業に次いで多く，石巻地域の基幹漁業と

なっている。

65～型の沖合底びき網漁業は，宮城県北部から茨城県沖まで広範闘に操業してい

るが，それ以外の沖合底びき網漁業の操業海域は狭く，概ね宮城県沖での操業となっ

ており，主な漁獲物は底タラ類，スルメイカ，タラ類，タコ類である。

小型底びき網漁業は，仙台湾で操業しており，主な漁獲物は，ジンドウイカ（ヒイ

カ），マダラ，マコガレイ，アナゴなどである。

これら水揚物は，活・鮮魚出荷のみならず水産加工原料として供給されており，地

域経済の基盤となっている。

一方，これら漁船の船齢は， 65トン型の沖合底びき網漁船については概ね 20年以下

となっているが， 19ル型の沖合底びき網漁、船， 14九， 9.7～型の小型底びき網漁船に

ついては，船齢25年以上のものが多く存在し，高船齢化が顕著である。

また，平成 16年には 48隻あった底びき網漁船は，漁船の老朽化，燃油・資材価格

の高騰，魚価安などの影響により，高船齢船が廃業し，平成 21年には 39隻まで減少

している。

※船齢25歳以上： 65トン型0隻， 19トン型5隻， 14トン型3隻， 9.7～型3隻

当該地域の底びき網漁業は基幹漁業であり，その存続が不可欠な漁業であるが，厳

しい経営環境の中，漁船の老朽化も進行しいることから，当該漁業を将来にわたり存

続させるために，漁船漁業者の経営改善はもとより，市場機能の強化，プランド化の

促進など，水揚げから流通・加工業界が一体となり構造改革を図ることが必要となる。
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65二や 19～型の沖合底びき網漁船については，加工原料として地元の水産加工

業者から需要が高いタラ類を安定供給するため，従来から行われている沖合（深場）

での操業が不可欠であることから，船体の小型化による経費の削減は行わず，省エ

ネ船型 ・省力，省人化機器等の導入による経費の削減や漁獲物の付加価値向kによ

る収益性の向上を図る等の構造改革を推進する。

ー方， 14, 9.7ぺ型の小型底びき網漁船については，カレイ類などの資源量の減少

や魚価安が進む中，経営の安定化を図るため，漁船の小型化や省エネ化に加え，他

漁業種類との兼業化により収益性を改善する構造改革を推進する。

このような中，特に老朽化の著しい 19～型の沖合底びき網漁船， 14～，9.7～型

の小型底びき網漁船の構造改革が喫緊の課題となっている。
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3 計画内容

( 1）参加者名簿

①石巻地域プロジェクト地域協議会委員名簿

役職 所属機関名 役 職 氏名

会長 石巻魚市場寅受人協同組合 理事長 f可村五郎

副会長 石巻市漁業協同組合 代表理事組合長 伊妻壮悦

副会長 石巻魚市場株式会社 代表取締役社長 須能邦雄

委員 石巻冷凍協議会 会長 津田利行

委員 宮城県農林水産部水産業振奥課 課長 文谷俊雄

委員 石巻市産業部 部長 西村洋一

委員 宮城県旋網漁業協同組合 代表理事組合長 津田嘉男

委員 宮城県東部かつお・まぐろ協同組合 代表理事 阿部達男

委員 宮城県沖合底びき網漁業協同組合 代表理事組合長 鈴木庚志

委員 石巻市沿岸漁協振興協議会 会長 伏見真司

委員 石巻市水産加工業協同組合 代表理事組合長 三浦弘太郎
0 

委員 石巻市水産工業協同組合 代表理事 字寿山純一

委員 石巻地区水産物輸送協議会 会長 須藤弘ニ

②石巻地域プロジェクト地域協議会漁船合理化支援部会部員名簿

役職 所属機関名 役 職 氏 名

部会長 石巻市漁業協同組合 代表理事組合長 伊妻壮悦

副部会長 宮城県旋網漁業協同組合 代表理事組合長 津田嘉男

副都会長 宮城県東部かつお・まぐる協同組合 代表理事 阿部達男

部員 宮城県東部地方振興事務所 水産漁港部長 笠原恵介

部員 石巻市産業部水産課 課長 勝亦陸男

部員 石巻魚市場株式会社 代表取締役社長 須能邦雄

む
部員 石巻冷凍協議会 会長 津田利行

部員 宮城県沖合底びき網漁業協同組合 代表理事組合長 鈴木康志

部員 宮城県沖合底びき網漁業協同組合 理事 高橋孝信

部員 宮城県沖合底びき網漁業協同組合 理事 佐藤秀

部員 宮城県沖合底びき網漁業協同組合 代表監事 松 均

部員 宮城県沖合底びき網漁業協同組合 監事 小玉祐樹

部員 宮城県旋網漁業協同組合 理事 大谷研一

部員 宮城県東部かつお・まぐろ協同組合 理事 尾形慶悦

部員 宮城県東部かつお・まぐろ協同組合 理事 阿部隆

部員 北部太平洋まき網漁業協同組合連合会 専務理事 高橋正ニ

6 



③石巻地域プロジェクト地域協議会生産流通販売支援部会部員名簿

役職 所属機関名 役 職 氏名

部会長 石巻魚市場株式会社 代表取締役社長 須能邦雄

部員 石巻冷凍協議会 会長 津田利行

部員 宮城県東部地方振興事務所 水産漁港部長 笠原恵介

部員 石巻市産業部水産課 課長 勝亦陸男

部員 石巻魚市場買受人協同組合 理事 木村克也

部員 石巻魚市場買受人協同組合 理事 布施二郎

部員 石巻市水産加工業協同組合 代表理事理事長 三浦弘太郎

部員 石巻市漁業協同組合 代表現事組合長 伊妻壮悦

部員 宮城県旋網漁業協同組合 代表理事組合長 津田嘉男

0 部員 宮城県東部かつお・まぐろ協同組合 代表理事 阿部達男

部員 石巻市水産工業協同組合 代表理事 宇寿山純一

部員 石巻地区水産物輸送協議会 会長 須藤弘二

0 
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(2）改革のコンセプト

近年の底びき網漁業を取り巻く情勢は，資源状況の悪化や魚価の低迷などの影響に

よる水揚金額の減少に加え，燃油・資材価格の高騰，使用漁船の老朽化などにより経

費が増大し，厳しい漁業経営を余儀なくされており，このままでは底びき網漁業の存

続が難しい状況となっている。

このことから，省エネ・低コスト型漁船を導入し，併せて船上における漁獲物の高

鮮度保持による付加価値向上や新たな販売形態などに取り組み，流通等関連産業と一

体となって収益性の改善を図る。

本改革計商では，当地域の基幹潟、業である底びき網漁業をとれ以上減少することの

ないよう，高船齢（老朽）化が著しく構造改革が急務な 19～型の沖合底びき網漁船， 14

～型， 9.7トン型の小型底びき網漁船についての構造改革に取り組む。

く生産f；：：関する事項〉

ア．基本コンセプト

低コスト操業と収益性向上を重視した次代の沖合・小型底びき網漁、船を導入する。

1.漁船の合理化

漁船の小型化 (14九型から 9.7トン裂に小型イ乙），他漁業（光利用敷網治、業等）と

底びき網漁業との兼業船化により漁船の合理化を図る。

2.省エネ・省カ化

省エネ船型，環境高度対応主機関， 2段減速逆転機，新型・最適プロペラ，新型

トロールウインチの導入により省エネ・省、カ化を図る。

3 .漁労作業の改善・効率化

作業に必要なスペ｝スの確保に加え，三段コットン網の導入により漁労作業の効

率化を図る。

4. 労働環境の改善，安全性の確保

サロン面積の拡充，室内空調設備の設置により労働環境の改善を図る。

5.高鮮度化などによるイず加価値向上

滅菌冷海水装置の導入により，漁獲物の高鮮度保持を図る。

6.資源保護

マコガレイの資源を増やすため漁業者自らの話合いにより，仙台湾の中に概ね1

マイル四方の保護区を3～4ヶ所設定し，平成 17年度から毎年 12月～4月末まで

の5ヶ月間，全ての水産動植物の採捕を禁止している。また，平成 20年2月に県

がマコガレイ， 7 アナゴの資源回復計画を策定したことに伴い，上記保護区の更な

る拡大や全長 30c m未満のマアナゴの再放流等に積極的に取り組む。

8 



。

イ．タイプ別のコンセプト

《19トシ型漁船》

・漁業種類：沖合底びき網漁業

・総トン数： 19トン

・操業海域： 主に沖合

・主な漁獲物：スケトウダラ マダラ ミズダコ，エゾイソアイナメ等

・コンセプト：最新型の沖合底びき網漁船の導入によるコスト削減，漁獲物の高鮮

度化などによる付加価値向上

｜最新型〉

低コスト漁船の導入！

省エネ・省コスト型の漁船導入の他，漁労装置の効率化．低抵抗漁異や主機関の自動データ収集記

録装置の導入による最適な運行方法や操業方法の検討を行う。

《14ι型漁船》

・漁業種類： 小型機船底びき網漁業

・総 トン数 ：9. 7トン

・操 業海域 ：主に沿岸

－主な漁獲物：マダラ，ジンドウイカ， ミズダコ エゾイソアイナメ等

・コンセプ ト：漁船の小型化によるコス ト削減の外，マルチ（火光利用敷網漁業，

せん漁業，はえ縄漁業等）兼業型底びき網漁船の導入による経営の

安定，漁獲物の高鮮度化などによる付加価値向上

漁船の合理化！ ふ7

｜小型一〉 －
コスト削減！

9. 7トン型の省エネ・省コスト型漁船への転換（小型化）に加え 別漁業を行うことができるよう

なマルチ兼業タイプの漁船の導入により漁船の合理化を図る。

《9. 7トン型漁船》

・漁業種類 ：小型機船底びき網漁業

・総ト ン数： 9.7トン

・操 業海域：主に沿岸

・主な漁獲物： マダラ，ジンドウイカ，マコガレイ，アナゴ，ヒラメ等

・コンセプ ト： 禁漁期に火光利用敷網漁業を行う他，最新型の小型底びき網漁船の

導入によるコス ト削減，漁獲物の高鮮度化などによ る付加価値向上

- 9 -



小型底ぴき網漁船
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総出動7
コスト削減！

ランプ網漁船

省エネ・省コスト型漁船などの導入の他．禁漁期間に,g11漁船を用いて操業していた火光利用数網（ラ

ンプ網）漁業を同一船で行える兼業タイプの漁船を導入し漁船の合理化を図る。

＜流通・販売等に関する事項＞

1 .スルメイカ，ヤリイカ，エゾイソアイすごメ（ドンコ）など一部魚種について，船上

での箱詰めを実施するとともに，生産者名等を印刷した開発中のパウチを載せること

により，高鮮度保持や生産者の顔が見える新たな販売形態に取り組む。

2. ケムシカジカ（ボッケ）など一部の魚種については，皮剥き，内臓処理等の加工を

船上で行い付加価値化を図る。

3. 19～型漁船においては，ヒラメ，マコガレイ，アイナメなど一部魚種について活

〆，脱血処理を行い付加価値向上を図る。

4. 9.7～型漁船においては，ヒ ラメ， マコガレイ ，アナゴなどの活魚率の向上により

付加価値・収益性の向上を図る。

5. 石巻魚市場においては，活魚出荷量の増加に対応するため受入体制の充実を図ると

ともに，滅菌冷海水や海水氷を利用して水揚物の鮮度保持に努める。

6.上記のような品温管理を徹底した漁獲物について，石巻の底魚の評価を高め，差別

化を促進しブランド化に取り組むとともに， PRを強化して需要拡大を図る。

＜支援措置の活用に関する事項＞

0生産に関する支援措置の活用

－もうかる漁船漁業創出支援事業

・日本政策金融公庫資金 など

0流通・販売に関する支援措置の活用

一10-



〈兼業船にすることによる効操〉
. z漁船

i I 2袋が1隻になるコスト減
｜ 削減額 7, 9 1 5千円

！ ｜ ※2食分の修司蕃費，保険料が1隻分と

l I なることによる削減

ト安2戸字李；－－－！．－ σ－燥溜；－－蹄福郁首誌圭陶＿6＿＿＿＿＿＿”一－－－－－｜
事項 ｜ ｜ ｜ ！ る。 ｜ 燃袖の使周量が削減できる。 I pis～3 3 

’ W省燃エヰ船への転換 I ! ' 

B-2＼・環境高度対応の低燃費型主機関の導

! 入により省エネ化を図る。

B-3 ! ・最適なギア比の2段減速逆酬の導
i 入により省エネ化を図る。

x ！司一一… …… 一一……叩”司一 M 「宣ごA阻

i させることで省エヰ化を図る。

B 5 i 低抵抗漁具の導入によ問エヰ化を； 図る。

B-6 ＼・自動デ－~収集記録議置の導流によ
l り最適運航方法などを検討し省エネ

化を図る。

Y・Z ，・－－・………一一寸日おに日ヲ時持品目
i 入lとより省エネ化を図る。

注） Xl.f!.¥掛： 19～型新型漁船 Y納品昔 14～型から9.7～型小型化・マルチ兼業化漁船 Z漁船： 9.7～型旅深化漁船

。
(3）改革の取組内容

大事項｜ 中事項

生産に関｜底びき網漁業
する事項｜

漁船の合理化
に関する事項

区分 現状（0）と課題（・） 取組記号・取組内容

i 1°~史T苦言葉材の高騰などにより操業 IA-1j ・漁船を1叫から9. 7 t型に小型化
I I , L，経営の合理化に取り組む．

0底ぴき網漁業の禁漁期は別漁船で他漁 lA-2 
業を営むことから経営状況が厳しい
(2食分のコストが掛かる）。

・兼業船タイプの底びき網漁船を導入
し，禁漁期に他漁業を実施する事に
より周年操業を行い経営の安定化を
図る。

・底ぴき網漁業の禁漁期における底ぴき
網漁船の有効活用

-］ 

。
見込まれる効果（数値）

同
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。
の
る
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〉
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兼
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Y

型
費
漁
・

小
経
〈。

削減額 2, 6 6 5千円

※小型佑による維持管理費の削減

•X漁船燃油削減率22～30%

燃油削減量 98Kl 

削減額 6' 8 6 0千円‘

・Y漁船燃油削減率18～20%

燃油削減量 28Kl 
削減額 1, 9 6 0千円

. z漁船燃油削減率15～17%

燃泊削減量 24KI 

削減額 し 680千円

効果の根拠

資料集

PlO～14 

燃絢鏑絡70,0附O同／kl

と仮定固



~ 

"" 

大事項 中事項

菰芳存薬石扇
率化に関する
事項

ぐf〕
区分｜ 現状（0）と課題（・）

共通 10作業スベースが狭いため，長時間に渡 lc 
り無理な体勢で作業を実施

。
醐記号・取組内容 ！ 見込まれる搬（数値） ｜ 効果の根拠

11 ·設~~議務乾議ま箱詰10 ？摂？漁労作業時の安全確保と負担軽減が図｜資料集
I I P 3 4～3 9 

0将官主主むやヒトデなどの翻叶c-21・ 3段コットン網の導入により，船上lo漁獲物へのゴミやヒトデの臥を防ぐので，船
I i での選別作業の効率化を図る。 ｜ 上の選別作業が簡単になり漁労時間の醐が図

・漁労作業を効率化することが必要
! I られる。

C-31・
i 可変トロールウインチの導入により
! 安全性を確保した上で，揚絹時間の
J 短絡による作業の効率化を図る．

X 応写.：7E~~~！：ξ謀長%~－~子下「守主~~~~~~~~~~~－fτ1
著者宮；；~~－－r柔道l）腎霧器議長老f~＂i子エ日二r踊職難E尋又子毛－；－－－－匂句司－－！砧－扇－希渇．品1郁"i:＂石
る事項 I I I ! I などの高鮮度化により 3%の価格肉上 I P4 0～47 

・漁獲物の鮮度保持 I I I X漁船 l, 0 4 4千円の水捌

i I ・Y漁船 350千円の水揚増

一一一……一一… 一一－・+ ----・i一一…一一…… ……よ • ~主性一 438千円の水揚増トZ めま~is<c~超えると活魚出荷ができなTo一斗舗内明循環装置を導入する白川却装置の導入によ百九η石川一
I I I アナゴの活魚出荷率を2%から10%に向上

•Y漁船 844千円の水揚増

・Z漁船 l, 0 5 5千円の水揚増・活魚率の向上による付加価値化

※鮮魚から活魚出荷lとなることにより単価アyプする

十一一十一一一一一一一一一一一一一一一…－－－－－f一一ーム一一一一一一一一一…一一一一＿＿＿＿J ____ ~塁王令む． 」

労働環境に関 lx p釆組員 1人当たりの船員室の面積が， [E-1 [ ・来線員1人当たりの船員室の面積をわ広い居住空商1：：王~－；~~＝~~－~iii福ミ五；一誠1翻案一一ー
する事項 I I i.srr1以下 I i i.sm＇以上に改善する。 ｜ 意欲と労働環境が改善される。 I P 4 s 

論官房在比1道知事偏i"fiく五：勾両院2・1・・；官品［ii:踊融1総長』九遊説1蒜舗あ日：は締京臨芸部：－－・・－－・”問仲
酷な労働環境にある。 I i する。

蹴謀議正面寸柔道七蹴破おとー王ー蒜蹄広務!f">＂＂＂＂＂＂＂＂＂＂卜－ F・--
！ 護区白拡大や小型魚の再放流を実施1 I P 4 9 
! する。 ' ' 

る事項

・資源管理型漁業の実践

注） x漁船 19～型新型自臨船 Y漁船： 14～型から9.7～型小型化・ 7ノレチ兼業化漁師 Ld胤相.';J. （シ坦班斑担調府



］ 

"" 

。 。
大事項 中事項 区分 現状（0）と課題（・） 取組記号・取組内容

見込まれる効呆（数値）流通・販 付加価値向上 共通 0底ぴき網魚船の水揚物は土問への直置 G 1 ! .船上で魚種別に細かく樽鯖めし滅菌
〈〉発砲スチロールにパウチを載せることでヤHイ売等に関 に関する事項 き，樽詰め，発砲スチロール詰めであ ! 冷海水を使用し土問に直霞きしなする事項 る。 カ，スノレメ， ドンコについて， 5%の価格向上' i,、。

が図られる。

・漁獲物の温度上昇と衛生面が懸念

1 刊イカ語ぷs~~i：.ンiロF等の3-llll ・X漁船 668千円の水揚増； 魚種につ
・Y漁船 372千円の水揚増: めにし，

度保持， . z漁船 4 6 5千円の水揚増

・低価格魚の付加価値化 G-3! ・ボツケについて，船上にて反事lき， 〈〉船上処理によりポツケの価格向上が図られる．！ 頭と内臓処理なrし発砲スチロマノレ
詰めして販売する。

. x漁船 47千円の水揚増

• Y, Z漁船 6 7千円の水揚増

x σ話語気tニ街E棒高志じ士弘通！if-c:c・Eご4・1でW一部魚Y類，一辺につヨ芳いて＇t;：｛－；－漁獲ヲ直ィ後子に苅清戸Eし。語戸；五韮きTi:i~·－t"·~；，－－：：ユユ；ijt,,－.｛：ヲJ
いるため，魚価が安い。

ナメの価格向上が図られる．！ て，冷海水にて血抜きを実施する。
・X漁船 8 8 1千円の水揚増

共通 ・底びき網魚船の漁獲物の需要拡大，消 ー”すFデ"ii:~産著名苓ー吾郎澗℃「亙ー麓 ミ5 雇己f語＂i~昼下手O:iff.茄直面積荷主~！菌ーー－－－－－－－－一－販売に関する H-1 ・ハ
られる。事項 費拡大が必要 者の量買が見える販売に取り組む。

H-2 ・各種イベント等で地底元魚消費の者プへラの版
売を強化し，石巻の ンド
化を確立する。

・活魚受入体制の充実

日－ 31・活入ご一魚体制出一荷を量充ー？実Tの－増す加るm。にm対，t応一する一た一－めt受
〈〉活魚の安定出荷が図られる．

衛生管理に関 ·＋；翁2五番涯の?.iii量~｛~＂＂＂＂＂＂・－一一－－－－－－－－ 水揚o・清主王者ー記対℃ます女苔女：むモ友質ti；示産税U5夜共通 I i・滅菌冷海水や海水氷を利用して
する事項 物の鮮度保持に努める． 給が図られる。

収益性の 底びき網漁業 共通 J i.上記A～Iの取り組みによる収益性 。石巻における底びき網漁業が省エネ・省人・低
実証に関 向上の実証試験を実施する． コ旦トで収益性を重視した経営体に移行し持続
する事項 可能な漁業に転換する。

注） x漁船・ 19～型新型漁船 Y漁船： 14＇，型から 9.7トン型小型化・マルチ兼業化漁船 Z漁船： 9.7～型兼業化漁船

効果の根拠

資料集

P50～53 

資料集
P54～5 5 

帽一一一－一司山一ー一一－一一



(4）改革の取組み内容と支援措置の活用との関係

①漁業構造改革総合対策事業の活用

取組

記号 事業名 改革の取組内容との関係 事業実施者｜ 実施年度

J lもうかる漁業創設！神合底びき網漁船 19～型の操業による l渡波漁船漁l平成22～
支援事業 ｜省エネ化，高鮮度化等による収益性の改｜業協同組合 1 24年度

善実証試験を実施

船 名：第30福寿丸

所有者：阿部幸一

総トン数： 19トン

ーーー－－－－ -1 －－－－－－司・ーーーーーーーーーーーーーーーー＆ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ー..・ーーーーーーーーーーーーーーー .J. ーーーーーーーーーーーー・・·•ーー・‘－－－ーーーーーーーー・・ーー

0 
J ｜もうかる漁業創設 I14トシ型の小型底びき網漁船を9.7～型へ｜波波漁船漁｜平成22～

支援事業 lの小型化や兼業操業による漁船の合理｜業協同組合 1 24年度

化，省エネ，高鮮度化等による収益性の

改善実証試験を実施

船 名：大芳丸

所有者：津田正隆

総トン数： 9.7～

ーーー巴F匂・ー－ -r－ーーー喝白...ーーーーーーー...・ーー・・ーιーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー’ーー，－－－－－－－－－－－－－－・・ーーーーーーー」ーー・．．，ーーーーーーーーー·•ーー’ーーー－－－－’ーーーーー一一

J 設A匝
鋼業漁．

る
業

か

事
う

援

も

支
2隻体制を小型底びき網漁船 9.7～型の

1隻兼業体制とした操業による漁船の合

理化，省エネ，高鮮度化等による収益性

の改善実在試験を実施

船 名：；第二十八黄金丸

所有者：安海繁男

総トン数： 9.7～

波ii漁船漁｜平成22～
業協同組合｜ 24年度

じ ② その他関連する支援措置

取組
支援措置，制度資金名 改革の取組内容との関係

事業実施者
実施年度

記号 （｛昔受者）

J 日本政策金融公庫資金（漁 波波漁船漁業協同組合が取り組 阿部幸一 平成22年度

業経営改善支援資金） む「もうかる漁業創設支援事業J
の実施のための漁船建造に係る

資金の借入
．，明..司・』 ”・・・・・・・・・ a 岨骨・・・・・・・・・・・・ーー晶司司...’喝事・ー・a，，曹司司歯車－－－－－，司’”・．．．．．．．．，．，噂噌咽＋・・・・・・ ．．．．，ーーー－－－－ー・・・ ー・ーー・・・・・・・・・・・ー．．
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(5）取組みのスケジューノレ

①工程表

年度 21 

取組記号

A 小型化・兼業化 阿曽圃・ E 圃・・圃圃・・

B 省エネ化 岨圃圃・・・E ・・ a圃 E ・.. ・・・・

C 漁労作業の効率化 ...圃圃圃圃圃圃圃剛院

D高鮮度・付加価値化 R・田昌圃圃圃圃圃圃圃

E 労働環境の改善 h岡田圃 E 圃E ・E ・E 圃

F資源管理型漁業 田園 E ・・・・ E 圃圃圃

< 

G 付加価値向上（販売） E 同国圃圃圃町圃圃園調

H 需要・消費拡大
園調圃・・圃圃圃圃圃圃

I衛生管理の高度化 ．関岡圃圃圃圃・・・・圏直・

J 回圃圃園国圃圃圃圃 E ・・

② 改革取組による波及効果

2 2 23 

点線：検討・導入期間

実線：；実鑑・普及期間

24 25 

， 

， 

‘ ． 

， 

． 

， 

， 

1.漁船の合理化，省エネ化の取組により漁業経営の改善が図られるとともに，労働環境の改善

により乗組員の就業意欲が向上し，又，後継者確保が促進される等，当該地域の詩、船漁業の持

続的発展が期待できる。

2.漁獲物の衛生管理や高鮮度保持，付加価値向上及びプランド化に取組により，消費者のニー

ズに即した安心・安全な食材が年間を通じて安定供給が図られるとともに，流通・加工業者の

振奥・発展が期待できる。

3.造船・鉄鋼（機関），資材など関連産業も含め，水産業を機関産業としている当該地域全体

の活性化が期待できる。
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4 漁業経営の展望

く経費等の考え方（底びき網漁業の現状との比較）＞

石巻地域における沖合底びき網漁業，小型底びき網漁業等の底びき網漁業は，石巻魚市場の水揚

量の約25%を占める等，まき網漁業に次いで重要な基幹漁業となっている。

しかし，近年の資源状況の悪化や魚価の低迷などによる水揚金額の減少に併せて，燃油・資材価

格の高騰，使用漁船の老朽化などにより経費が増大し，厳しい漁業経営を余儀なくされており，こ

のままでは当該漁業の存続が難しい状況となっている。

このため，経営の維持・改善を図るためには，抜本的な改革を行う必要がある。本改革計画では，

特に掃、船の老朽化の進行が著しい、 19トシ型の沖合底びき網漁船， 14～型， 9.7トシ型の小型底びき網

漁船について，①漁船の合理化，省エネ化，②漁労作業の改善・効率化，③労働環境の改善，安全

性の確保，＠高鮮度化などによる付加価値向上，⑤資源保護の観点から漁業経営の改善を志向した

底びき網漁船の小型化や他漁業との兼業化などの改革を計画している。

10)  改革の要点は以下のとおり。

①漁船の合理化，省エネ化

. ~也漁業より燃油を多量に消費する底びき網漁業については，近年の燃油価格の高騰の影響により

収益性が著しく悪化したことから， 14～型漁船の小型底びき網漁船は9.7トン型に小型化L他漁業

とのマルチ兼業化により漁船の合理化を図る。また， 9.7～型漁船の小型底びき網漁船は，禁漁

期に別な漁船で操業していた火光利用敷網漁業を同一漁船で操業することができるタイプの漁船

の導入により，漁船の合理化を図る。

・省エネ船型，環境高度対応主機関， 2段減速逆転機，新型トロールワインチの導入により省エネ

イ！：；を図る。

• 19トン型漁船については，最適プロペラ（大口径，翼数の減少）の導入，自動データ収集記憶装

置の活用，低抵抗漁具の導入により更なる省エネ化を図る。また， 9.7～型についても，新型プ

ロペラ効率改善装置（スーパーキャyプ）の導入により，プロペラ効果を向上（推カのアyプ）

c' させ省エネを図る。

・以上の漁船の合理化，省エネ化により収益性の改善を図る。

②漁労作業の改善・効率化

・作業スペースが狭いため，長時間に渡り無理な姿勢により選別，箱詰め作業を行っているため，

作業効率も悪く，又，乗組員の身体に与える負担も多く重作業となっている。このため，作業ス

ペースを拡充し漁労作業の効率化と乗組員の負担軽減を図る。

・漁獲物に混入するゴミやヒトデ等の選別に時間を要していることから， 3段コットン網を導入し

船上でのゴミ等の選別作業の効率化を図り，労働時間を短縮化を図る。

・また， 19九裂漁船については，現在，揚網時にはワープ巻きとセンターウインチの4基を使用

し操業しているため，作業性が悪く乗組員の配置数も多く必要としていたことから，改革船はト

ロールワインチを2基とし作業行程を集約化した構造とし，滞、携作業の効率化による乗組員の配

置数の削減と装備の半減による経費の削減を図る。

-16 -
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③労働環境の改善，安全成の確保

・従来船は，乗組員の寝室など居住空間が十分とは言えない状況にあり，又，居住区に空調設備が

なく夏，冬場は過酷な労働環境にあることから，改革船では居住空間を拡充するとともに，空調

設備を整備し労働環境の改善を図る。

・また， 19～型漁船については，主機関に自動データ収集記憶装置を装備し，主機関に起因する

事故の未然防止が図られ，航行，操業時における安全性が一層確保されるとともに，保守・点検

費用の削減が図られる。

＠高鮮度化などによる付加価値向上

・従来，底曳き網漁船による漁獲物の魚市場への水揚方法は，魚種によって異なっており，土間へ

の直置き，樽詰め，発砲スチロール詰めにより水揚げされている。本改革計画では，スルメイカ，

ヤリイカ， ドンコ（エゾアイナメ）などの一部魚種について船上で箱詰めパクチ加工を行うとと

もに，生産者名を印刷した開発中のパワチを載せることにより，鮮度保持や生産者の顔が見える

新たな高鮮度化に向けた販売形態に取り組む事にしている。また，小型ボッケ（ケムシカジカ）

については，これまで魚価が安いため水揚げしていなかったが，新たに船上で皮剥き，内蔵処

理等の前処理加工を行い付加価値化を図る。

・その他， 19～型漁船については，ヒラメ，マコガレイ，アイナメなどの比較的高価な魚種を活

〆，脱血処理を行い更なる付加価値向上を図り，また， 9.7トシ型漁船については，活魚率の向上

により付加価値，収益性の向上を図る。

・石巻魚市場においては，活魚出荷量のt菌加に対応するため受入体制を充実し，安定出荷を図ると

ともに，滅菌冷海水や海水氷を利用して水揚物の鮮度保持に努め，消費者に対しより安全安心で

良質な水産物の供給を図る。

・このような品温（鮮度）管理を徹底した漁獲物について，石巻の底魚として各種イベント等で地

元消費者への販売を強化し，石巻ブランドを確立するとともに，需要の拡大を図る。

⑤資源保護

・底ぴき網漁業については，他1帯、業種と比べ漁獲対象魚種の選択性がなく資源への影響が懸念され

ているが，改革船については，従来船の漁獲努力量を増加させるものではなく，現状の漁獲，水

揚量を維持・削減し漁獲量に依存した操業形態から，省エネ・省カ化，漁獲物の付加価値化・向

上等の取組による収益性重視の操業形態に転換を図り，漁獲圧による資源への影響を抑制するも

のである。

・また， マコガレイの資源を増やすため漁業者自らの話合いにより，仙台湾の中に概ね 1＂＇イノレ

四方の保護区を3～4ヶ所設定し，平成 17年度から毎年 12月～4月末までの5ヶ月間，全ての

水産動植物の採捕を禁止している。また，平成 20年2月に県でマコガレイ，マアナゴの資源回

復計画を策定したことに伴い，上記保護区の更なる拡大や全長 30c m未満のマアナゴの再放流

等に積極的に取り組む。

以上の改革により，当該漁業は低コスト・高生産型の経営体質に移行し対象資源に対する酒養効

果と相イ突って収益性の改善が図られ，将来的に持続的可能な漁業となる。
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c, 

く I沖合底引き網漁業

(1）収益性改善の目標

1 9～専業型（X漁船）〉

単位：円， t

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水 揚 量 520 520 520 520 520 520 

水 揚 高 93,824,000 96,464,000 96, 464, 000 96,464,000 96,464,000 96,464,000 

経費 89,444,000 85,397,000 88, 398, 00（〕 82, 423, 000 81, 745,000 81,386,000 

人 ｛牛 費 31, 458, 000 34, 724, 000 34, 724,000 34, 724,000 34, 724,000 34, 724, 000 

燃 料 代 26, 390, 000 20, 580, 000 19, 530, 000 19, 530, 000 19,530,000 19, 530, 000 

修 繕 費 11, 939, 000 4, 100, 000 4, 100,000 4, 100, 000 4, 100,000 4, 100, 000 

漁 具 費 4, 333, 000 4, 000, 000 9,000,000 4, 000, 000 4,000,000 4, 000, 000 

そ の 他 8, 934, 00日 9,050,000 9,050,000 9, 050, 000 9, 050, 000 9,050,000 

保 険 料 659,000 2, 433, 000 2,026,000 1, 689, 000 1, 361, 000 1,352,000 

公 租 公 課 200,000 960,000 768,000 480,000 480,000 480,000 

販 売 経 費 4, 691, 000 4, 750,000 4, 750,000 4, 750, 000 4, 750, 000 4, 750,000 

般 経 費 840,000 840, 0（〕［］ 840,000 840,000 840,000 840,000 

和l 息 3, 960, 0〔］｛］ 3, 610, 000 3, 260, 000 2, 910, 000 2,560,000 

償還前利益 4, 380, 000 11, 067, 000 8,066,000 14,041,000 14, 719, 000 15,078,000 

I改革計画算出基礎】

現状 O水揚量・高：過去3か年の実績（平成18～20年度漁期）の平均値による。

計画

0漁期： 9月～6月

水揚量

水揚高

人件費

燃料代

修繕費

漁具費

その他

保険料

公租公課

販売経費

一般管理費

利息

水揚高÷過去3か年の平均単価で算出

過去3か年の平均値の水揚金に流通・販売の取り組みによる水場増加分を上乗せ

海員組合の協定書の規約に基づく給料・船保・専従者・厚生・食費を含む

過去3か年の平均値の燃料代： 37 7 k I 

• 1年目・ 22～26%削減計画から 22%とする。

• 2年目・省エネ網の導入や自動データ記録装置の効果により 26～30%削減改革から

とする。

ドック・機関整備等1年目の修繕費は現状 1/3伎とし 3年目 I~オ｝パーホールのために

修繕費が増大することから 3年間の平均値とした。

網，オッター等の修繕を現行にて算出， 2年自に省エネ網使用のため500万円を計上

過去3か年間のデーターより，氷，箱，運賃，通信の費用

漁船保険料

公租公課，固定資産税等を含む

市場手数料

事務管理費（過去の実績から算出）

借り入れ利息

(2）次世代船建造の見通し

償却前利益

1 5. 0百万円

× 

次世代船建造

までの年数

20年

※「償還前利益Jは，改革5年目の数値とした。

18 -
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【参 考】 現行漁船と改革型漁船との比較（ 1 9トン専業型）

区分 現行（A)

総トン数 1 9トン • 区分 改革型（B) (B）ー（A)

総トン数 1 9 t ～～～『『ι

乗組員 5人 乗組員 5人 ‘『－』

（単価：千円， t) 

区分 現行（A) 区分 改革型（B) (B）ー（A)

〈収 入〉 く収 入〉

水揚数量 520 水揚数量 520 。

C・ 

水揚金額 93,824 

く経 費＞

人件費 31,458 

燃料費 26,390 

・砂
改革型漁船へ移行

水揚金額 96,464 2,640 

く経 費〉

人件費 34, 724 3,266 

燃料費 19, 530 ム 6,860

修繕費 11, 939 修繕費 4, 100 ム 7,839 

漁具費 4,333 漁具費 4,000 ム 333

保険料 659 保険料 1,352 693 

公租公課 200 ． 公租公課 480 280 

販売費 4, 691 販売費 4, 750 59 

一般管理費 840 一般管理費 840 。
その他 8,934 その他 9,050 116 

合計 89,444 利息 2,560 2, 560 

合計 81,386 ム 8,058 

き尾上相の調り改革恕t漁船にするこ止により鰐警が呂. 0 5 8方問削滋きれる白

0 
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む

くE 小型底曳網漁業9. 7～兼業型（Y漁船）〉

(1）収益性改善の目標
」U」‘’ d，』

現状 改 革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水 揚 量 215 270 270 270 270 270 

水 揚 高 50, 700, 000 53,860,000 53, 860, 000 53,860,000 53, 860, 000 53,860,000 

経 費 47,914,000 45, 252, 000 44, 816, 000 44,416,000 44,021,000 43,818,000 

人 件 費 19, 984, 000 20, 808, 000 20,808,000 20,808,000 20, 808, 000 20,808,000 

燃 料 代 11, 060, 000 9, 100, 000 9,100,000 9, 100,000 9, 100,000 9, 100, 000 

修 縫 費 4, 165,000 1,500,000 1, 500, 000 1,500,000 1,500,000 1, 500, 000 

漁 具 費 2, 735, 000 3,200,000 3,200,000 3, 200, 000 3,200,000 3, 200, 000 

そ の 他 4, 114, 00（〕 1,500,000 1, 500, 000 1, 500, 000 1, 500, 000 1, 500, 000 

保 険 料 542,000 1,444,000 1,208,000 1,008,000 813,000 810, 000 

公租公課 773,000 700,000 700, 000 700, 000 700, 0（〕（） 700,000 

販売経費 2, 427, 000 3,200,000 3, 200, 000 3, 200, 000 3, 200, 000 3,200,000 

一般管理費 2, 114, 000 2, 000, 000 2, 000, 000 2,000,000 2,000,000 2,000,000 

京J 息 1, 800, 000 1, 600, 000 1, 400, 000 1, 200, 000 1,000,000 

償却前利益 2, 786, 000 8,608,000 9, 044, 000 9,444,000 9,839,000 10,042,000 

［改革計画算出基礎］

現 状 O水揚量・高：一般的な14トン型小型底びき網撫船の過去3か年実績（平成18年～20年度決期）の平均値による。
O漁期 9月～6月

計商 水揚量 水揚高÷過去3か年の平均単価で算出（9.7トン型小型底ぴき網漁船の平均単相を使用）

水揚高 9. 7トン型小型底びき網漁船の平均水揚高をもとに算出
漁期：6月～2月（小型底びき網） ' 3月～5月（火光利用敷網） ' 7月～S月｛せん漁業等）
船上での滅菌冷海水使用による鮮度向上や活魚の出荷数量比率を上げる（現在2%→ 10%) 
効深等により増加を見込む。

人件費 小型底曳網漁業 日本人乗組員2名＋外国人実習生2名
火光利用敷鯛・せん漁業 ．日本人乗組員4名
※上記の乗組員に対する賃金及び福利厚生費等をもとに算出

《人件費の内訳》
給料手当 12, 50札000円
福利厚生費 1, 200，凹0円
その他賃金 1,250,000円
外国人研修生 5,008,000円
賄費 850 000円

合計 20,808,000円

燃料費 操業時及び航行時の燃料消費をもとに算出
過去3か年間の平均数量 158, 000~／年
漁業種類毎の使用量を積み上げ，単価70円として約18%の省エネ効果を見込み算出

修繕費 9. 7トン型小型底びき絹綿船の修繕費を参考に算出 紳 2回（紬整備，ペイントドフタ）の定期聖浦

漁具費 9. 7トン型小型底びき網漁船の漁具費を参考に算出 ※ワイヤー・ 2ンパタンドロープ弛付属品等

その他 過去の実績から推定し消耗品費，車両維持費，通信費，組合費等の費用を算出

保険料 漁船保険（新港船田取得価格により算出）

公租公課 一般管理費に含まれる諸税

販売経費 水揚手数料，問屋手数料及び流通・販売の取り組み必要な経費

一般管理費石巻地区の一般的な9.7トン型小型底びき網漁船等の一般管理費を重参考に算出

利息 借入利息

(2）次世代船建造の見通し

包盟国
次世代船建造

までの年数

主♀主
〉

償却前利益

L♀ιi互互E
× 

※「償却前利益Jf:l:，改革5年自の数値とした。
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【参 考］ 現行漁船と改革型漁船との比較（ 9. 7トン兼業型 Y漁船）

区分 現行（A)

総トン数 1 4トン ・砂
区分 改革型（B) (B）ー（A)

総トン数 9. 7トン -4. 3トン

乗組員 3名 改革型漁船へ移行 乗組員 4名 1名

（単価：千円， t ) 

区分 現行（A) 区分 改革型（B) (B）ー（A〕

〈収 入〉 く収 入〉

水揚数量 215 水揚数量 270 55 

水揚金額 50, 700 

〈経 費〉

人件費 19,984 
・砂

水揚金額 53,860 3, 160 

〈経 費〉

人件費 20,808 824 

燃料費 11, 060 改革型漁船へ移行 燃料費 9, 100 /'::,. 1, 960 

修繕費 4, 165 修繕費 1,500 ム 2,665

漁具費 2, 735 漁具費 3,200 465 

保険料 542 保険料 810 268 

公租公課 773 公租公課 700 ム 73

販売費 2, 427 販売費 3,200 773 

一般管理費 2, 114 一般管理費 2,000 ム 114

その他 4, 114 その他 1, 500 ム 2,614

合計 47,914 利息 1, 000 1,000 

合計 43, 818 /'::,. 4, 096 

※上記のimり改革製f漁船にすz,ことにより綜警が41 0万円削液台れる内

水揚金額

内訳小型底見 50, 700千円

-21 -

水揚金額，

｜小型底曳
内訳 1火光利用敷網

｜カゴ漁他

38,260千円

9,600千円

6,000千円



くE 小型底曳網漁業9. 7トン兼業型（Z漁船）〉

(1）収益性改善の目標 首 立； 円. t 

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収入

水 揚 量 280 280 280 280 280 280 

水 揚 高 55,400,000 57, 425, 000 57,425, 000 57,425,000 57, 425, 000 57, 425, 000 

経費 52, 282, 000 47,840,000 47,375,000 46, 961, 000 46,548,000 46,332,000 

人 件 費 20,074,000 22, 864, 000 22,864,000 22,864,000 22,864,000 22,864,000 

燃 料 代 11,200,000 9,520,000 9,520,000 9, 520, 000 9,520,000 9,520,000 

修 繕 費 9, 172,000 1, 587, 000 1, 587, 000 1, 587, 000 1,587,000 l, 587, 000 

棒、 具 費 3,226,000 3,025,000 3,025,000 3,025,000 3, 025, 000 3,025,000 

そ の 他 666,000 679,000 679,000 679,000 679,000 679,000 

保 険 料 1, 207, 000 1, 585, 000 1,320,000 1, 106, 00日 893,000 877, 000 

公組公楳 253,000 227,000 227, 000 227,000 227, 000 227, 000 

販売経費 3, 983, 000 4, 128, 000 4, 128,000 4, 128,000 4, 128, 000 4,128,000 

一般管理費 2, 501, 000 2,425,000 2, 425, 000 2,425,000 2,425,000 2, 425, 000 

事j 息 1, 800, 000 1,600,000 1, 400, 000 1,200,000 1, 000, 000 

償却前利益 3, ll8, 000 9, 585, 000 10,050,000 10,464,000 10,877,000 11, 093, 000 

0) 

［型改革計画算定基礎］

現状 O小型底曳網専業船：甲漁船，小型底曳網兼業船（貝桁漁業，その他漁業）・乙漁船の2斐により操業
0水揚量・高：甲，乙漁船の過去3か年実績（平成18年～平成20年度漁期）の平均値
O漁期：甲漁船6月～Z月（底びき網漁業）

乙漁船3月～5月（貝桁，火光利用敷網漁業）※貝桁漁業は，平成17年度～20年度休業中

計 画 水揚量

水揚高

人件費

C
 燃料費

修繕費

漁具費

その他

保険料

公程公課

販売経費

一般管理費

利息

(2）次世代船建造の見通し
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次世代船建造
までの年数

主且主

船価

よ之立亘互E
〉

※「償却前利益Jは，改革5年目の数値とした。
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【参 考】 現行漁船と改革裂漁船との比較（ 9. 7トン兼業型 Z漁船）

区分
(A) 

現行

総トン数 9. 9 9トン

総トン数 9. 1トン

乗組員 5名

区分
(A) 

現行

く収 入〉

水揚数量 280 

水揚金額 55,400 

く経 費〉

人件費 20,074 

燃料費 11, 200 

修繕費 9, 172 

漁具費 3,226 

保険料 1,207 

公租公課 253 

販売費 3,983 

一般管理費 2, 501 

その他 666 

合計 52,282 

・砂
改革型漁船へ移行

・砂
改革型漁船へ移行

区分
(B) 差

改革型 (B）ー（A)

総トン数 9. 7トン -9. 3 9 

乗組員 4名 -1名

（単価：千円， t) 

(B) 差
区分

改革型 (B）ー（A)

く収 入〉

水揚数量 280 。
水揚金額 57,425 2, 025 

く経 費〉

人件費 22,864 2, 790 

燃料費 9,520 ム l,680 

修繕費 1, 587 /':,. 7, 585 

漁具費 3,025 /':,. 201 

保険料 877 /':,. 330 

公租公課 227 ム 26

販売費 4, 128 145 

一般管理費 2,425 ム 76

その他 679 13 

利息 1,000 1,000 

合計 46,332 /':,. 5, 950 

※上言？.の遇り改革恕潟船にすることにより経費が595万円削減言れる内

網敷

曳

用

底

利

型

光
小

火

I
：

γ
l
f
i
J
i
l
l
J
L
 

針

掛

揚

P

水

45,800千円

9,600千円
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水揚金額，

｜小型底曳

内訳 1
｜火光利用敷網

47,825千円

9,600千円
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実施時期

Hl9.8.7 

Hl9.8 31 

Hl9.9 21 

日19.10.22

ど） ぞづ
、、－／

、イ

参考 改革計画の作成に係るプロジェクト活動状況
協議会・部会

活動内容且成果
備考・地域協議会 1 石巻地域プロジェクトの概要について

（日19第 1回） (I)石巻地域プロジェクト設置経過について

(2）石巻地域プロジェタト設置要綱について

(3）石巻地域中小漁業経営支援協議会設置要綱について
2 石巻地域プロジェクト協議会及び各部会の会長・部会長・国l部会長の選任について

－地域協議会会長 河村五郎（石巻魚市場寅受人協同組合理事長）
・漁船合理化支援部会長 伊奈壮悦（県沖合底びき網漁協代表理事組合長）
・生産流通販売支援部会長須能邦雄（石巻魚市場株式会社代表理事社長）
※地域協議会の副会長は各部会長が当たる。

3 改革許函の検討について

地域プロジェタト改草の目的，地域概要と改革コンセプト及び大中型まき網漁業構

造改革（案）を提案，説明を行ったところ具体的な検討は各部会で進めることを確認
した。

※地域プロジェクトとして当面，大中型まき網，底曳き網漁業の構造改革に取り組む
ことを確認した。

－漁船合理化支援部会 1 大中型まき網t帯、業の漁船合理化について
(Hl9第 1回） ・省エネ，省コストに関する事項，労働環境に関する事項等の説明と質疑応答。

・漁船設計等を（社）海洋水産システム協会に要請することを確認
－課題等は継続協議とした。

2 沖合底びき網掃、業の漁船合理化について

・今後，改革計画の策定に向け取り組むととを確認
・生産流通販売支援部会 1 大中型まき網漁業の生産流通販売について
(Hl9第 1回） －漁船合理化支援部会の結果報告

－改革計画（案）の高付加価値化に関する事項，衛生管理に関する事項等の説明と質

疑応答

・課題等は継続協議とした。

2 沖合底びき網漁業の生産流通販売について

－今後，改革許画の策定に向け取り組むととを確認

－漁船合理化支援部会 1 単船まき網漁船の基本設計の審査について

(Hl9第 2回） 2 石巻地域プロジェタト改草計画（案）の検討について
・改革型漁船の基本設計支援の成果物の中間報告他，前部会における質疑に対する回

答説明等。

・課題は継続協議とした。
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実施時期

Hl9.10.22 

Hl9.ll.15 

H!9.ll.22 

Hl9.ll.22 

H20.3.!0 

H20.8.4 

日20.12.12

協議会・部会

・生産流通販売支援部会

(HI9 i害2図）

・漁船合理化支援部会

・生産流通販売支援部会

(Hl9第 3回合同部会）

－応募船の届出

－地域協議会

(Hl9第 2回）

• 1;帯、船合理化支援部会

・生産流通販売支援部会

(Hl9第 4回合同部会）

・地域協議会

(HI9第 3回）

・地域協議会

(H20第 I困）

・漁船合理化支援部会

－生産流通販売支援部会

(H20第 1回合同部会）

・地域協議会

旧20第 2回）
・漁船合理化支援部会

－生産流通販売支援部会
（四日第2回合同部会）

一一一一一一一一一一一一一一一。 。
活動内容・成果

0 石巻地域プロジェクト改革計画（案）の検討について
備考

・漁船合理化文援部会の結果報告

・改革計画（案）の高付加価値化に関する事項，衛生管理に関する事項等の説明と前
部会における質疑に対する回答等

・課題等は継続協議とした。

0 石巻地域プロジェクト改革計画（案）の検討について

・各部会の協議結果の説明，用船の公募要領の検討。他，前部会における質問に対す

る回答説明等。

－改革許画の継続協議の結果，改革計商については，異議なく承認され協議会に提案

されることとなった。

・宮城県旋網漁業協同組合は，もうかる漁業創設支援事業で用船する源、船の公募手続

きを 11月 16目公募開始， 11月 21日締切りの結果，（株）寿丸津田漁業部，大洋エ

ーアンドエフ（株）の共同による 1件の応募の届出があった。

0 石巻地域プロジェクト改革計画（案）の審議・策定・申請について

・漁船合理化支援部会及び生産流通販売支援部会において決定，承認された改革計画

（全体）について協議を行った。

・協議の結果，石巻地域プロジェクトとして地域改革の方向性及び大中型まき網漁業

の改革昔十画に関しては認定するとの決議がなされた。

1 石巻地域プロジェクト改革計画の年次総括について

・改革計画が中央協議会において認定された旨の報告と併せ今後の改革型単鉛まき絹

漁船の建造スケジュール等について説明を行った。

2 平成 20年度事業方針について
・（社）大日本水産会（中央プロジェクト事務局）提出予定の事業計画についての審議。平成 20年度事業計画について
・平成 20年度の事業計画（協議会，各部会の開催計画等）に関する説明及び改革型単

船まき網漁船の建造経過等についての中間報告。

・中小漁業支援協議会の開催結果に関する報告。

。大中型まき網漁業の漁船合理化及び生産流通販売について
・改革型単船まき縞建造スケジュール等に関する中間報告と船凍サバの商品開発や販

売方法についての協議



"' "' 

実施時期

H21.3.6 

E包1.7.16

H21.9.16 

H21.ll.10 

協議会・部会

・地域協議会

(H20第 3回）

・漁船合理化支援部会

・生産流通販売支援部会

(H20第 3回合同部会）

・地域協議会

(H2！第 l図）

• r.魚船合理化支援部会

・生産流通販売支援部会

(H21第 1回合同部会）

• r.帯、船合理化支援部会

－生産流通販売支援部会

(H2！第2回合同部会）

・漁船合理化支援部会

・生産流通販売支援部会

(H21第2回合同部会）

「＼う 。
1 

活動内容 E 成果
平成20年度事業実施に係る年次総括について

備考

・（社）大日本水産会（中央プロジェクト事務局）提出予定の事業実施結呆報告書の
審議及ひ・改革計画進捗状況についての中間報告

2 平成21年度事業方針について

・沖合底びき網漁船（19～）と小型底びき網漁船（9.7～）に関する改革計画策定に
関する検討を行う旨を確認

・底曳き漁業者を漁船合理化支援，生産流通販売支援部会に参加させることで承認を
得た。

0第 1団地域協議会

（！）平成21年度事業計画について

(2）認定改革計画の実施状況について

・平成 21年度の事業計画（協議会，各部会の開催計画等）に関する説明及び改革型

単船まき網漁船の建造経過等についての報告。

(3）新改革計画策定の基本方針について

・沖合底ぴき網漁船（19～）と小型底びき網漁船（9.7トン）に関する改革計画の概要
について説明

0第 1回合同部会

（！）沖合・小型底びき網漁、業の滞、船合理化について

(2）沖合・小型底びき網漁業の生産流通販売について

・沖合底ぴき網漁船（19～）と小型底びき網漁船（9.7～）に関する改革計画の概要
について説明

1 沖合・小型底びき網漁業の漁船合理化について
2 沖合・小型底びき網漁業の生産流通販売について

・沖合底ぴき網滞、船（19～）と小型底ぴき網漁船（14～， 9.7トン）に関する改革計画

の概要について説明し，質疑応答。

－改革計画の基本コンセプトの組み立て等については継続協議

1 沖合・小型底びき網漁業の漁船合理化について

2 沖合・小型底びき網漁業の生産流通販売について

・沖合底びき網漁船（19～）と小型底びき絹漁船（14～， 9.7トン）に関する改革計画

（案）について説明し，質疑応答。

－改革計画の基本コンセプトや詳細な取組内容等については継続協議



ト占、J

実施時期

H22.l.19 

H22.l.19 

協議会・部会

・漁船合理化支援部会

・生産流通販売支援部会

(HZ！第4回合同部会）

・地域協議会

(1包l第2回）

。 。
活動内容・成果 備考。石巻地域プロジェクト底ぴき網漁、業改革計画（案）の検討について

・沖合底びき網漁船（19～）と小型底びき網漁船（14～， 9.7～）に関する改革許薗

（案）について説明。
・改革計画の継続協議の結果，異議なく承認され協議会に提案されることとなった。

0 石巻地域プロジェクト底びき網漁、業改革計画（案）の審議・策定・申請について

・改革許函の協議の結果，底びき網漁業の改革計画に関しては認定するとの決議がな

された。
・また実証事業実施者の選定について協議し渡波漁船漁業協同組合に決定した。



石巻地域プロジェクト底ぴき網漁業の改革計画の概要

4・石巻地域における底びき網漁業は， 65トン型＇ 30トン型， 19型の沖合底ぴき網漁船と14トン型＇ 9.7トン型の小型底びき網漁船により操業が行われている。
・底びき網漁業は石巻地域の基幹漁業。この漁業で水揚げされる漁獲物は活・鮮魚出荷のみならず水産加工原料として供給，地域産業に不可欠。
・特に老朽化の著しい19トン型の沖合底びき網漁船， 14トン， 9.7トン型の小型底びき網漁船の構造改革に取り組む。
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記事議臨時近争議昼
事正コスト途鉛の混入 1

(14ら型小型底ぴき網漁船］

さ議~
(9. 7～型小型r!fびき網漁船］

重議詔iゐ

［二~主主国主孟主主頑草事項 I 

生産に関する事項 l 
－ ’ 【燃油代，漁具費等 15～30%削減】

【漁獲物の付加価値向上 3～5%魚価アップ】

1漁船の合理化
漁船の小型化，他漁業との兼業船化により漁船の合理化を図る。

2 省エネ・省力化
省エネ船型， 2段減速逆転機，新型・最適プロペラ等
主機関の自動データ収集記録装置．新型トロールウインチの導入

3 漁勝作業の改善・効率化，労働環境の改善
作業スペースの拡大，三段コットン網の導入．サロン面積の拡充．空調設備の設置

4 高鮮度化による付加価値向上
滅菌冷海水装置の導入により漁獲物の高鮮度化を図る。

5 資源保護
仙台湾の保護区の更なる拡大やマアナゴ（30cm未満）再放流に取り組む。

（ 販売に関する事項

1 スルメイカ等の一部魚種について．パウチ箱詰め出荷
による新たな販売形態に取り組む。

2ボッケなど一部魚種について，皮剥き，内蔵処理加工
を船よで行い付加価値化を図る。

3 ヒラメ，カレイ類の活魚率の向上と活〆脱血処理を行
い付加価値化・収益性の向上を図る。

4 石巻魚市場の活魚受入体制の充実と石巻の底魚の
ブランド化に取り組む。
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ト改革計画石巻地域プロジェク

（底びき網漁業に関する改革計画）
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匿図

匿~

医図

匿亙亙

匿五ヨ

匿図

監査亘

匿 亙E資源管理に向けた取組・－

匿 豆Eパウチによる付加価値化・－

匿亙亘低価格魚の付加価値化・．．．．．

匿亙亘冷海水にて活き〆脱血処理による付加価値化・．．．

匿韮亘底魚のブランド化に向けた取組・．．．．．．．．．

次自

1 石巻魚市場の概要・

4 石巻地域における底びき網漁業の概況・．

9 最新型 19～沖合底びき網漁船・．

1 0 兼業船タイプの底びき網t帯、船の導入・

lむ

1 5 燃油消費量実績と省エネ計画案・

3 4 作業スベ｝スの拡充・．．底びき網漁船

3 6 3段コットン網の構造と効果・－・

0 3 7 漁労装置の改革・1 gトン沖合底びき網漁船

4 0 滅菌海水装置導入による高付加価値化への取組・．

45 

4 8 

5 2 

5 3 

5 4 

4 9 

5 0 

魚層内に海水循環装置導入による活魚出荷率向上の取組・．

居住スペースの拡充・1 9トン沖合底びき網漁船



資料1

石巻魚市場の概要

－施設の概要

名 称 石巻市水産物地方卸売市揚

開設者 石巻市〈昭和14年開設〉

卸売御者 石巻市場株式会社

岸壁全長 約七200m

・黒潮（暖流〉と親潮（寒流〉が交差する世界でち有鍛な三陸漁場を抱え豊富な魚

介類が水揚げされる．

・石巻魚市場の水揚は昭和57年の約330億円をピークに年々減少し、近年は

概ね200億円台で擢移している。

－主な水揚漁業種は，まさ網漁業，沖合底曳網漁業、小型底曳網漁業、定置網漁業

イ力釣り漁業，すくい網漁業等である．

－主な7Jて揚魚種は．力ツ才，タラ．サパ、イワシ、カレイ、イカナゴ類などであり．

生鮮で出荷されるほか，加工原料とレて利用されるなど地域経済への貢献度が大

きい．

・平成8.9年度に石巻市が超｛~）lffi冷蔵庫し加工原魚等の供給に努める他、海外ま

き網漁業や遠洋鰹鮪一本釣り漁業の水揚げから入庫時間の短縮fじなど、原料の昂 ・

質管理面で一貫しだシステムの構築などに取り組んでいる。

－市場関係者で構成する石巻水産振興協議会において、平成13年3月に衛生管理

マニュアルを策定し、衛生管理にも取り組んでいる。

・魚価｛昏迷が続く中、｛オ加価値を付けるため、サパ、ギンザケ、力ツオを「金華

シリーズ」としてブランド他に取り組んでいる。



石巻魚市揚の水揚置の推移
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漁業種別水揚量の推移
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平成20年の漁業種別水揚量割合

鰹鮪旋網

鰯鯖旋網

沖合底曳網

小型底曳網

21% 
17% 

6% 

定置網

サンマ棒受網

10% 

その他
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17% 

7% 



漁業種別漁獲金額の推移
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ヨ塑2
石巻地区における底ぴき網漁業の概況

・石巻市魚市場に水揚される漁業種の中で底びき網漁業は，総水揚量の約 25%，総水揚

金額も約 25%を占めている。

・石巻魚市場に水揚げする底びき網は， 65 (75）トシ型， 30～型， 19～型の沖合底びき網

漁船と， 14( 12）～型， 9.7～型の小型底びき網漁船がある。

・平成元年以降の水揚げの推移を見ると， 65～型の底びき網は， 2～5万～，水揚金額

も 15～60億と変動があるが，最近は 3万～， 40億円前後で推移している。それ以外

の底びき網については大きな変動はなく，最近は合計で 1万～， 20億円前後で推移し

ている。

・操業海域は， 65トン裂の沖底は，宮城県御崎正東線以南から茨城県沖の概ね水深 1000m 

以浅の広範囲の水域を操業しているが， 19～型の沖底の操業海域は狭く，宮城県御崎

正東線以南から福島県沖の概ね水深 600m以浅の水域となる。一方，小底は 14～， 9.7

～とも概ね水深 200m以浅の仙台湾が中心である。

・主な漁獲物は， 65トシ型はスルメイカが全体の 40%と最も多く，次いでアカヒゲタラな

どの底タラ類が 35%を占めており，スルメイカ，底タラ主体である。 19～型は操業水

深が浅いため，マダラ，スケトウダラなどのタラ類が全体の 50～60%となり，次いで

ミズダコが 10%前後を占めている。一方， 14～型小底は，マダラ，ジンドクイカ（ヒ

イカ），ミズダコ， ドンコ，マコガレイで約 60%. 9.7～型小底は，ジンドクイカ（ヒ

イカ），ミズダコマダラ，マコガレイ，アナゴで約 60%を占めている。

・それぞれの源、船隻数は，平成 16年時点では， 65～型 15隻， 30九型4隻， 19～型 12隻

14～裂5隻， 9.7トシ型 12隻の合計48隻であったが，漁船の老朽化が進むなか燃油，

資材の高騰，資源の減少や魚価安など経営環境の悪化により，平成 21年時点では，船

齢 20年以上の漁船を中心に廃業が進み， 65トン型 12隻， 30～型1隻， 19＇ン型 12隻， 14

～型 5隻， 9.7～型9隻の合計 39隻まで減少している。

・現有漁船の船齢を見ると， 65～型沖底については，船齢22年以上の船は存在しないが，

19～型沖底， 14トグ型， 9.7トン型小底については，船齢 25年以上の漁船が多く存在して

いる。

0 このように，当該地媛の底ぴき網は基幹漁業であり，その水揚物lま生鮮出荷の他，水

産加工業者への原料供給など重要な役割を担っていることから，その存続が不可な漁業

であるが．厳しい経営環境の中，漁船の老朽化も進んでいる。

このことから，省エネ．低コスト型漁船を代紛し，併せて船上での鮮度保持対策や高

付加価値化などに取り組み，収益性の改善を図る構造改革に取り組む必要があるが，高

船齢化が著しい19トン型沖底. 14トシ， 9.7トシ型の小底の構造改革が，喫緊の課題である。

4 -
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感びき網漁業の操業海域図

9. 7トン、 14トン型小庖

19九型沖底

65九型沖底

む

ヒイカ・カレイ等

む

タラ・カレイ等
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石巻魚市場に水揚げする鹿びき網漁船のトン数階層別船齢
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取組記号 A 

llll組内容

一A
一

一口百一
一
『
戸

u

一
一組一一nx

一

五周一

兼業船タイプの底びき網漁船の導入

Ql 

従来の底ぴき網漁業専用漁船

0船体配置の特徴

・一般漁船と比較し、操船室が般部に配置レてあり、自首部から勝倉庫、操舵室

〈下部船員室〉、トロールウインチ、機関室、活魚倉、漁倉、舵器室、

輝網倉庫の配置となる。

0トロール操業時の状況

－トロールウインチから輝トロール網巻きコロまでの距離が長くなり。

作業スペースが大きくとれる。

O一般漁業隠の状況

・操船室がS首都にあるため、操船者が船体後方の海の状況がわかりずらし＇・

・S首最後部に設置してある関口板、網等がなくなるだめ、舶が沈み、艇が

浮く傾向になり、走航トリムが悪くなりやすい。

む

底びき網漁業とその他の漁業の兼業漁船

0船体配置の特徴

・一般漁船と同じ配置となり、自首昔日から脂倉庫、漁倉（3～4ヶ所）、操船室

（下部機関室〉、船員室、活魚倉、舵器室、焼網倉庫の配置となる。

但し、一般漁船と比較して、ブリッチより後部鰐トロール網巻きコロまでの

距離は長くなる。

0トロール操業時の状況

・トロール専用船と比較し、トロール作業時は、魚の選別、タル入れ等の作業

スペースが小さくなる。

0一般漁業時の状況

・操船室が中央部にあるため、操船者が周囲全体のj毎の状況を把握レやすい。

・波浪が大きい揚合でも、操船室が船体中央部にあるのでトロール等用船と

比較し、パッチングによる衝撃を受けにくく操船がしやすい。

ー10-



9. 7トン型小型底ぴき網漁船

（兼業タイプ）

一般記置図，中央断面図
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（マルチ兼業タイプ）
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一般配置図，中央断面図
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取組記号 A 

取組内容 漁船の合理化〈操業形態の変更〉

1 1 4トン型漁船の操業形態の変更 (1 4トン型底びき漁船 → 9. 7トンマルチ兼業型漁船）

現状 1 4トン

×禁止期間

1月 12月 13月 14月 7月 18月 19月 110月111月112月

底びき網1010 1010 ×｜〉く 101010 10

改革船 9.7トンマルチ兼業型漁船

×禁止期間

1月 12月 13月 14月 15月 J6月 I7月 js月 J9月 110月111月112月
底びき網 Iol OI×｜× I o I o I I I o I o I o I o 
ランカ周 1 I I o I o 
その他 ｜ I I I I I Io Io 

その他の漁業：カゴ、胴、流し網などを実施

2 9. 7トン型漁船の操業形態の変更 (9. 7トン型底びき漁船 → 9, 7トン兼業型底びき漁船〉

現状 9. 7トン底びき網漁船＋ランプ網漁船

KJX「1司”ーミメ

一一一一， －ー底びき綿I0101 ＞く ｜〉く 1010101010101010

ランプ網l I 10101 I I I I I I I I 

1月 12月 13月

底びき網1010
ランプ網 。

〈ご~

8月 19月 Iio月Ii i月Ii2月

010101010 

-13 -



取組記号A-1

漁船の小型化による効果

圃 14 ~；，型の漁船を 9 . 7ι型に小型化することにより維持管理費が削減される。

《現行》 《改 革》

11 4トン｜ え665千円削減 19. 7トン｜

修繕費 4, 1 6 5千円 修繕費 1. 5 0 0千円

取組記号A-2

兼業船にするこ とによる効果

圃 2隻体制による操業を l隻による兼業操業にすることにより， 2隻分の修繕費・保険料

が 1隻分となることにより経費が削減される。

《現行》 《改革》

小型底びき網漁船

婚議開キゥ
ランプ網漁船

12隻操業！ 7,915千円削減 11隻操業｜

修繕費・保険料 1 0. 3 7 9千円 修繕費 ・保険料 2' 4 6 4千円

-・14 -



｜取組記号Bl
19トン沖合底ぴき網漁船

燃料消費量実績と計画案

1.燃料消費量の実績

年度 期間
消費量

（単位：リットル）

19 H18-9 ～ H19-6 390,570 

20 H19-9 ～ H20-6 370,350 

21 H20-9 ～ H21-6 369,970 

3年間合計消費量 l,130,890 

3年間平均消費量 376,963 

2.改革案の計画値

1）過去3年間の平均の燃料油消費量：377KL

2）改革案の削減目標値（単位：キロリットル）

改革年度 目標値 削減試算 削減量

1年目 22～26%削減 377×0.22=82,94 83KL以上

2年目 26～30%削減 377×0.26=98,02 98KL以上

3年目 26～30%削減 377×0.26=98,02 98Kし以上

合計削減量（KL) 279Kし以上

3）改革案の運航目標値（単位：キロリットル）

改革年度 3年間の平均値 削減量 目標値

1年目 377 83 294以下

2年目 377 98 279以下

3年目 377 98 279以下

-15 -
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19トン沖合底ぴき網漁船省エネルギコニ対策一覧

省エネルギー改革案

被代船 計画案
肥大船型

痩せ型の最新船型
cb=O. 74 cb=O. 55 

2 小径プロペフ 大口径プロペラ
D=1400mm D=1530mm 

3 翼数多い 奨数最適
5翼 3翼

4 2段減速機のギア比半不適合 2段ギア比の最適選定
・2段で曳網出来ず1段で曳網 ・2段で曳網の実績を採用
・燃料消費率の多い所で使用 ・燃料消費率の少ない所で、使用

船員不足でデータが取れない 自動データ収集記憶装置の装備
・航海及び漁労時の機関データが無く ・機関及び燃料消費量、船速等を5分毎に
燃料消費量の実態把握が出来ない 自動的に収集し記憶させる

、・・’

l司、

I-' 

・データに基ずく省エネ対策が不可能 ・車の燃費表示の様に、瞬時の燃料消費量が判る。

・漁労日誌と合せて狙う魚種毎の最適曳網

船速等のデータベース化が図れる

2 魚網は従来の抵抗大を使用 曳網抵抗削減の魚網の比較試験を実施する

. 1年目は従来の魚網、 2年目は抵抗削減魚網
として、自動データ収集記憶装置にて比較
データを収集して、抵抗分析し省エネを図る

－魚網メーカ及び研究機関等へデータ提供して
更なる省エネの開発を図る。

l資料1-2I 

省エネルギ効果計画 資料N0 
資料1-3

約17% 資料1-3

資料1-3

2～3%  資料1-4

3～4~も 資料1-5

4～6 %  資料1 6 

合計26～30%



E
 平成21年 7月8日

新潟原動機株式会社
技術センター舶用設計グループ

19トン沖合底ぴき網漁船性能比較
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速力（kt) 9.0 9.5 10.01 10.5 11.0 11.5 
被代船出力（kW) 243 290 349/ 427 519 618 
計画船出力（kW) 216 257 3041 354 415 483 
出力差（kW) 27 33 73 104 135 
削減率（%） 11.1 ・11.4 12.91 17. l 20.0 21.8 
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｜資料1-3

平成21年7月8日

19トン沖合底びき網漁船性能比較 新潟原動機株式会社

技術セント舶用設計グループ

700 

600 

500 

主
」正

記400

沼

300 

200 

100 」喝申 一」

9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 

船速（kt)

画夜干E船出力（kW）・計画船出力（kW)I 

速力（kt) 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 
被代船出力（kW) 243 290 349 427 519 618 
計画船出力（kW) 216 257 304 354 415 483 
出力差（kW) 27 33 45 73 104 135 
削減率（%） 11.1 11.4 12.9 17.1 20.0 21.8 
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1-4 仁型

沖合底びき網漁船曳網比較19トン

.被代船の現状

1段で1000～1200min-Iで曳網し、過負荷域の為に黒煙が出ている。
燃料消費率の良い150g/PS・hの円内での曳網が少ない。

・計画船
2段で1300～1500min-1で曳網し、機関負荷に余裕度を持たせる。
燃料消費率の良い150g/PS・hの円内での曳網を多くする。

この力ーブの左側iま機関の過負荷域

ill蚕踏む誰定吏覇議

一般的な蛤累積盤と盤料j員費率等曲線
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資料1-5
取組記号 8-6 

llJI組陶容 自動データ収集記録装置の導入

1現状

漁船では、乗組員不足等により機関データの収集が不足し、機関の不具合の
発生を予見できす、事故が発生する事例が多くある。
また、多くの漁船が、燃油高騰に対処するだめに省エネ航行を行っている

力、航海時及び漁泊時の主機関の負荷状況データが無いことから、機関データ
に基づく的確な省エネ対策が行われていない状況にある。

2自動データ収集記録装置とは

自動データ収集記録装置は、機関｛甘さセンサ信号、船体｛すきセンサ信号、航
海機器デ｝タを自動的に記録レ、パソコンにより簡易的に機関の状態や船体の
位置、船速、燃料消費量が確認でき、機関管理を司能とするもの。漁船での導
入は全国初である。

3自動データ収集記録装置導入の刻果

0 この装置により、機関データを日々確認・管理し、保容レたデータを分析
することで、機関の不具合の発生を予見でき、事故防止に繋がる。

O 主機関の主要データ（回転叡・排気温度・しO圧力など〉や燃料消費量
〈時間ごと及び累積消費量〉が一日でわかることから、省エネ運行・省エネ操

業が確実に行える。

0 保奮した主要データや燃料消費量を分析すること！こより、漁場や対象魚類
に応じて最も省エネとなる操業方法の検討ができ、データに基づき漁場や対象
魚種に合わせた最適曳網速度などのデーターペース化により省エネ操業が司能
となる。

0 これらの実践により、 2年度目からは4%以上の省エネが可能となる。

一20-



昭7/l@!Ali百
17HX機関自動データ収集記憶装置の概要

1.はじめに

17HX機関データ収集装置は、機関付センサ信号、船体付センサ信号及び、航海機器データを

自動的に装置内部のメモリに保存し、パソコンにより簡易的に機関状態の管理を可能とする

ものです。

2.装置の構成

17HX機隠自動データ収集記憶装置

船体付センサ信号

データ管理 基板間通信 l/O基板 ・圧力センサ
基板 • i.温度センサ

千0瞬時流量等

F‘ 哩』

" " 
通信1

．， 

” " 機関付センサ信号周 " 鎗点M” 電源
" " DC24V ョクラッチ状態" 

通信2日” 四FO積算用信号’B 

" 航海機器データ " 

lo 

" ... J• 酒船速

・緯度、経度

・時l'iiJ

箇入出力信号

1）電源 2・・DC24V

2）通信信号 ・・・2系統
a 機関付センサ信号用 ×1 

b航海機器データ用 ×1 
3）入力信号 (l!O基板入力）

a.アナログ信号 ・・・4-201初A

b.接点信号 . .，ドライ接点

4）表示関係

a.電源表示灯（緑色）

b.システム動作表示（7セグメント LED表示）

c.エラー表示（7セグメント LED表示）

×4点

X3点

0 

3 ヂータ収集、保存

①各データIま機関運転時のみ5分毎に保存用メモリ（SDカード）に自動保存されます。

②機関運転中に各計測データにて警報発生があった場合l土、解析用として細かくサンブ

リングされた警報発生前、発生後のデータが自動保存されます。

③SDカードには約20年分のデータ蓄積を可能としています。

PAGE DDCU開ENT No. 新潟原動機（槻
技術包ンタ

舶用設計グループ

TITLE 

'J7HX機関自動データ

収集記憶装置の概要

本島

企塁
盗塁

'09/'I0/"19 

側一一間一一四一附
1 

- 21 -

24184-00556A 
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4.データの確認

s Dカー ドに保存されたデータは、必要に応じパソコ ンにて内容を確認する ことが

出来ます。

パソコンでのデータ読み出しは、汎用の表計算ソフト「EX CE LJ上で動作する専用の

ソフトによりおこないます。

簡単にデータ内容を表変換することが出来ますので、データの解析等にも便利です。

・専用ソフ トによる保存データの表示例

亡今
読出し専用ソフトSDカード
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｜資料1-61

沖合底曳網漁業における 2鰻曳き 75トン型および

1糠曳き 65トン型漁船での

抵抗低減漁具導入実証化試験

社団法人 全国底曳網漁業連合会

一23-
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C
 

実証試験報告書

I 謀題名

沖合底曳網漁、業における 2般曳き 75トン型および1般曳き 65トン型t帯、船での
抵抗低減漁具導入実証化試験

II 実施主体名

社団法人全国底曳網漁業連合会

m 実証試験の内容

1 目的

沖合底びき網漁業における燃泊費は総コストの約 25出程度となっており、近年の燃油費高

の状況下において、省エネルギー対策は極めて重要な課題となっている。特に沖合底びき網

漁業の場合には、曳網時における燃油消費量の占める割合が大きいため、使用漁具における

漁網の素材として、袖網及び身網（脇部・天井部）に超高強カ糸（ダイニーマ糸）を使

用し、さらに、袖網（身網の一部も含む）の目合いを拡充することによりにより、漁具

の抵抗の削減を行なう。これにより、曳網抵抗の削減目標を 15唱とし、燃油消費量で、曳網

時には約10%、航海全体では5%以上の省エネルギー化を実証し技術促進を図る。あわせて、

従来の漁具と抵抗低減漁具を使用した場合の漁獲状況の比較も行なうものとする。

2 導入技術の概要

(1)導入技術

沖合底びき漁具曳網時の漁具抵抗（＝曳カ）は曳網時の主機馬力に比例するため、

漁具抵抗を軽減することは主機J罵カ（出力）の軽減につながり、省エネ効果が期待で

きる。本事業では漁具に使われる網地材質に新素材を用い、かっ網目サイズを拡大し

た漁具（以降、省エネ型漁具とする）を用いることで漁具抵抗軽減を図った。

通常、底ぴき網漁具の網地素材は、入手しやすいこと、安価なこと、摩擦に強いことから

ポリエチレン（以降、 PEとする）が多用されている。これに対し、今回の省エネ漁具には、

従来素材のPEと同直径で比較して約4倍の強力を持つ東洋紡績株式会社の超高強力ポリエチ

レン繊維 DyneemaR (htto://www.tovobo.co. in/seihin/dn/dvneema/ 以降、ダイニーマと

する）を漁具の適所に用いることで、 PEと比較Lて網糸の直径を細くし漁具抵抗低減を行う

こととした。また、網目サイズ拡大は袖網部等漁獲に大きく影響を及ぼさないと考えられる

部位に施すこととした。

(2）技術導入の方法（手法）

本技術導入の対象は沖合底びき網漁業で代表的な漁法である 2そうびき漁法および l

そうびき・板びき漁法（着底トロール、離底トロ｝ノレ）とした。対象地域については

同程度の船舶規模でありながら異なる漁法を行っている岩手県底びき網漁具（2そう

-24目



<Y漁船＞

9. 7トン型マルチ兼業型漁船の燃料消費実績と計画案

1燃料消費量の実績 単位：： l

年度 期 間 消費量

1 9 平成 18年 9月 ～ 平成 19年8月 168, 760 

20 平成 19年9月 ～ 平成20年 8月 151, 730 

2 1 平成20年 9月 ～ 平成21年 8月 153, 620 

3年間合計消費量 474, 110 

む
3年間平均消費量 約 158, 000 

2 燃料消費量の計商案

( 1 ）過去3年間の平均燃料消費量 1 5 8キロリットル

(2）燃料消費量の削減改革計画目標値 単位： k1 

改革年度 目標値 削減試算 削減量

1年目 18～20%削減 158× 0.18 = 28.4 2 8 k 1 

2年目 18～20 %削減 158× 0.18 = 28.4 2 8 k 1 

0 
3年目 18～20%削減 158 x 0.18 = 28.4 2 8 k 1 

合計削減量 28kl 

(3）改革計画の燃料消費目標値 単位： k1 

改革年度 3年間の平均消費量値 削減量 目標消費量

1年目 1 5 8 28 1 3 0 

2年目 1 5 8 28 1 3 0 

3年目 1 5 8 28 1 3 0 

-25 -



<Y漁船＞

9. 7トンマノレチ兼業型漁船 省エネノレギ一対策一覧

No. 被 代 船 計 函 船 省エネルギー効果計画

、

1 1 4 T型 旧型船 9. 7 T型 改革船

c b値：＝ 0. 774 c b{i直＝ 0. 694 

（〉） 2 旧型プロペラ プロペラ効率改善装置付 、，E

1 6～17% 

スーパーキャップ付プロペラ 添付資料

①～③  

3 プロペラ翼数が多い プロペラ翼数最適化

4枚 3枚

~ 

4 従来型機関 省エネ新型機関 2~3% 

OJ 
減速機 1段 減速機 2段

合計 1 8～20% 

※船速は，従来~同じ 1 1. 5 k tで計薗

-26 -
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資料①

<Y 漁船＞

9. 7トンマルチ兼業型（改革船）と被代船との性能比較

出力（kw)

600 

500 • 

400・

100 

。

, .. ..-------－－－~i-,,--

10.5 110 115 

被代船 ・令マ改革船

速力 ( k t ) 10. 5 11. 0 11. 5 

被代船出力（ kw) 217 275 

計画船出力（ kw) 188 235 

出力差 (kw) 29 40 

削減率 （%） 13.4 14.5 16. 1 

27 -

12.0 12.5 

船速（kt)

12.0 12.5 

342 430 538 

287 353 430 

55 77 108 

17.9 20. 1 



資料②

くY漁船＞

9. 7トンマルチ兼業型（改革船）と被代船との性能比較

出力（kw)

600 

500 

400 

300 

200 

"100 

。

速力

-13. 4 

10. 5 

( k t ) 

被代船出力（ kw)

計画船出力（ kw)

出力差 (kw) 

削減率 （%） 

-14.5 

11. 0 

10. 5 

217 

188 

29 

13.4 

-17. 9 

ー16.1 

11. 5 12.0 12.5 

船速（kt)

被代船改革船

11. 0 11. 5 12.0 12. 5 

275 342 430 538 

235 287 353 430 

40 55 77 108 

14.5 16. 1 17. 9 20. 1 

-28 -



<Z漁船＞

9. 7トン兼業型漁船の燃料消費実績と計画案

1燃料消費量の実績 単位： I

年度 期 間 消費量

1 9 平成 18年 9月 ～ 平成19年8月 161, 100 

20 平成 19年 9月 ～ 平成20年8月 159, 030 

2 1 平成20年 9月 ～ 平成21年8月 160, 120 

3年間合計消費量 480, 250 

0 3年間平均消費量 約 160, 000 

2 燃料消費量の計画案

( 1）過去3年間の平均燃料消費量 1 6 0キロリットJレ

( 2）燃料消費量の削減改革計画目標値 単イ立： k 1 

改革年度 目標値 削減試算 削減量

1年目 15～17 %削減 160× 0.15 = 32.0 2 4 k 1 

2年目 15～17 %削減 160× 0.15 = 32.0 2 4 k 1 

む
3年目 15～17 %削減 160× 0.15 = 32.0 2 4 k 1 

合計削減量 24kl 

(3）改革計画の燃料消費目標値 単位： k1 

改革年度 3年間の平均消費量値 削減量 目標消費量

1年目 1 6 0 24 1 3 6 

2年目 1 6 0 24 1 3 6 

3年目 1 6 0 24 1 3 6 

-29 -



く Z漁船＞

9. 7トン兼業型漁船 省エネノレギー対策一覧

No. 被 代 船 計 商 船 省エネルギー効果計画

、

1 9. 7 T型 旧型船 9. 7 T型 改革船

c bイ直 = 0. 8 1 3 c b{i直：＝ 0. 694 

む） 2 旧型プロペラ プロペラ効率改善装置付
1 3～14% 

スーパ｝キャップ付プロペラ 添付資料

①～③  

3 プロペラ翼数が多い プロペラ翼数最適化

4枚 3枚

4 従来型機関 省エネ新型機関 2～3%  

o> 
減速機 1段 減速機 2段

合計 1 5～1 7% 

※船速は，従来と同じ 11. 5 k tで計画

-30 -
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資料①

<Z漁船＞

9. 7トン兼業型（改革船）と被代船との性能比較

出力（kw)

600 

500 

400 . 

300 

200 

100 

。

，，－ 
Jぷを－－

・－－－戸伊 戸務－－戸ιニ－－－－－－－

－ 

10.5 ~11.0 11.5 

、被代紛 小改革船

速力 ( k t ) 10. 5 11. 0 11. 5 

被代船出力（ kw) 214 269 

計画船出力（ kw) 188 235 

出力差 (kw) 26 34 

削減率 （%） 12. 1 12. 6 13.6 

-31 -

12.0 12.5 

船速（kt)

12. 0 12.5 

332 413 512 

287 353 430 

45 60 82 

14. 5 16.0 



資料②

くZ漁船＞

9. 7トン兼業型（改革船）と被代船との性能比較

出力（kw)

600 

500 

400 
-14. 5 

300 -13. 6 

ー12.6

200 
-12. 1 

100 

。
10. 5 11. 0 11. 5 12.0 

被代船改革船

戸16.0 

12. 5 

船速（kt)

速力 ( k t ) 10. 5 11. 0 11. 5 12. 0 12.5 

被代船出力（ kw) 214 269 332 413 512 

計画船出力（kw) 188 235 287 353 430 

出力差 (kw) 26 34 45 60 82 

削減率 （%） 12. 1 12. 6 13. 6 14.5 16.0 

n
d
 

n
d
 



新型フロペラ効率改善装置

・－叫＠
※Y・Z漁船共通

： スーパーキャップ冠太郎 】
かん 司

．－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ ． 
．
 
・・・

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

． ． 
卓越した信頼性
可視化テスト・プロペラ後流場の計測・プロペラ単独テスト・抵抗 ． 
自航テストなど、水槽試験はもとよD実船での速力・回転数・馬力

計測笥験などで優れた効果老実証。大型船ではすでに500隻あまり

の実船に装備され、速力試験・就航実績解析を通じてその効果が実

e証されています。また速力・曳力の摺加確認、旋回性能、後進性能

などの操縦性についても実船テストで確認済です。

．プロペラ単独テスト

一「
よ
s・od句恒

V ．．．
 

OA 
自ω... ... " I了←寸語－ " 2‘ 

前進係D.CJJ- 2主力vット｝司

大型船用PBCFの実績をもとに船の大きさ、船型、船種に左右され芯い
中小型船用スーパーキャップ“冠太郎”を開発！

効果パツグン・小型軽量・構造簡単・取付容易・メンテナンスフリー・新造船、就航船い官官れも装着可能。

ぷ，；，f；~＇~＇書偽；），拘，.，，：:i.i.;今市＞＇.＇li-tt＇’古

清照明関野専務~＇.
＂＇~·叩叶•＇＇…＇·~：：＞·，，；.－~：；－，. ... ,,<:,;.' 

スーパーキャップl立、プロペラと一体となって回転してプロペラポ

ス付近の流れを整流し、ポスから発生する「J＼ブポルテックス」と
呼ばれる錬じれた旋回渦束のエネルギーを回収。プロペラに生じる

トルクを軽減し、プロペラの干渉作用によりプロペラ推力を増加さ

せます。

キャビ‘テーション・トンネルでの八プ渦消去実験

．従来のプロペラ ・スーパーキャッブ付プロペラ

： キャップの先端か5太い振れた渦束となって発生するエネルギーの損失を、キャッブに取付l：ナたフィンが拡散し、
： 完全に消去します。

・・・・・．

①同一速力において4～6%のプロペラ効率が向上

（燃費の節減・省エネルギー効果）

②同一馬力で2%のスピード増加

③同一馬力で1.5%のプロペラ回転数の上昇

＠同一馬力で4～6%の曳力の増加
⑤ J＼ブポルテックスキャピテーションの消去による船体銀動の軽減、：

舵のエロージョンの防止効果

－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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19トン沖合底ぴき網漁船作業スペース改革案
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取組記号C-1

9. 7トン型小型底ぴき網漁船の作業スペースの拡充

（現存船との比較）

く 9. 7トン改革型漁船＞

船尾作業スベース

船員室 i.一一一一一長さ 5.0m 一一一一－＋－I幅420m

/0 5. Om x 4. 2m=21. Om' 

く 14トン型現存i怠船〉

船尾作業スベ｝ス

船員室 ｜「…
4.0mx3. 7m=14.8m' 

c; 

く 9. 7トン型現存漁船〉

船尾作業スペース

船員室 トー長さ 4.5m 幅 3.50m 

4. 5m x 3. 5m= 15. 75m' 

ra 
n
d
 



l取組討ζ司
3段コットン網の構造と効果

.＼~ヘ

おへ

3段コットンの構造

瑚Eι

効果

1段コットンを使用した場合は、ヒトデ・ゴミ等が魚と一緒に揚がって来る為に、

I c) 

魚に損傷を与えヤリイカなどは、皮が剥けて商品価値が無く箱詰めが出来なく、

文傷付く為に活魚及び活〆をする魚が作れない。

下記図の様な3段コットンにすると、 1段目は石や大きなゴミとヒトデが止まり、

2段目には小型ヒトデと大き目の魚が止まる。

C
 

3段目には、魚だけと別れて来る為に漁獲物は、鮮度が良く傷も付かない。

又、 3分割されて揚がって来るので、選別作業するにも簡単で早く出来る。

現在、ヱチゼンクラゲが5～6九位入って来る時で、は、 1段目でクラゲを止められ

るので、船に揚げずひぱを解いて海に落とせるので、網揚げ作業が楽になる。
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19九沖合底ぴき網漁船

漁労装置の改革案

被代船

ぞ＼！〕 ぞ〕

舘異議官l；桜♀；~~＼~？t装備され、船尾側にはワープ巻きと2箇所に別れ、
又、センターウインチでの巻取りから、ワープ巻きへの切替えが必要であった。

） 

｜取組記号C-4I 
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Ph. 1 

計画船

オモテ→トモ

Ph. 2 

計画船

トモ→オモテ

一

Ph. 

計画紛

左トモ→オモテ



取組記号D
取組記号 D 

取組内容 滅菌冷却水製造装置について

滅菌冷却水を製造は、三相交流式海水冷却装置と海水電解装置を併用レて行う。

三相交流式海水冷却装置による冷却水の製造

・魚槽内の海水を循環ポンプで汲み上げ、冷却機で強制冷却し、魚槽内に戻す
ことを繰り返すことにより、海水を直接冷却するちので、海水温度は希望温度
(0℃～）に設定することが可能。

－コンデンサーに、抜群の海水耐食性を有する、特殊2霊管交換器を採用し、
冷却ユニット、コンプレッサー、コントローラーの3点で構成する小型、軽
室。

2 海水電解装置

自由，・t・

－仁．
、．． 

．－．ι・．

... ,.. 
..客J・4、．． 

, .. ，. ~ 

’p’s“‘’‘ 

f 

海水電解装置は、海水を電気分解することにより生成される次亜塩素酸の殺菌効果で

ローコストで大量の殺菌海水を生成する装置。

海水電解の基本原理

・海水（NaCl+H20）に、チタン・プラチナなどの陽電極・陰電極に直流電流を流
して電気分解をおこなうと、陽極に塩素・陰極に水酸化ナトリウムが発生し、
水中で両者が反応して滅菌効果の高い次亜塩素酸ナトリウム（NaOCl)を発生さ
ぜるもの。

I I I I 
,1 ~;l.) 

海水 I~~お <$ti h 州潟水
、、i
I f、 幅四Fι掠'IFH屯，＿. N吊Cl

t 1 J ~ flJJ f l •C 
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滅菌冷海水装置導入による高｛寸加価値化への取組

1現状の漁獲物の処理について

漁獲物が船上に揚がってからは、魚種ごとに選別、高価な魚種の選別や魚の
処理、箱詰め作業を全て作業甲板上で行っている。
そのため、選別等の作業で時聞がかかると、魚体温度が上昇しタルに入れて

も、氷が解け淡水化し、鮮度｛医下が早く安価となっていた。

2滅菌冷海水装置導入による鮮度保持について

改革船では、滅菌冷海水装置を導入レ、漁獲物の鮮度保持を図り魚価アップに取り組む。

具体的には

①海水シャワー装置を用い、漁獲物が船上に揚がったら全ての魚lこ、 3℃の冷海水

を散布し初期冷却を実施する。

②魚種ごとに選別しながら、マダラ、スケトウタラなどの魚種を滅菌冷海水槽ヘ

投入し十分な冷却を行う。

3効果等

現状では、氷による冷却と保冷を行っているが、氷蔵は、氷が魚体と接する面積が

小さく、冷却効率が悪く時間がかかるが、今回は、滅菌冷海水に砕氷を投入すること

により、魚体全体を包み込んで冷却するため冷却時間の短縮し、高鮮度が維持でき、

倍加価値が高まる。

現状 改革後 備 考

魚体の初期冷却効果 × 。冷海水を散布する。

魚体の冷却効果 ム 。滅菌冷海水槽ヘ投入す

氷の溶ける速度 ム 。魚体のj替熱を取り除く。

淡水｛じの速度 ム 。魚体のj替熱を取り除く

高付加価値化 ム 。高鮮度水揚げが司能

刻果のtじ較

10 

c 

取組言il§

取組内容

×：効果なしム：効果少ない

-41 -
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む i

4刻果の説算

現在、石巻地区に水揚げする底びき網漁船で、冷海水シャワーや冷海水を用いて鮮度

保持している事例がない。このことから、石巻近隣の志津川魚市場でサケを目的とした

刺網での事例を参考にすると、；令海水を用いて水揚げをした場合と用いなしI揚合の差は

次のとおり。

水揚物の平均単価〈サケ雌） 水揚物の平均単価（サケ雄〉

通常船仏j 冷海水使用船（8)(8）／（刈

9月下旬 264 281 1.07 

10月上告 264 285 1.08 

10月中モ 257 276 108 

10月下i 281 302 1.07 

11月上f 310 335 1.08 

11月中t 353 373 1.06 

一一一 胃一，

通常船仏｝ 晴海水使用船（Bl(8）／仏J

9用下旬 201 229 1.14 

10月上t 206 228 1.11 

10月中モ 179 204 1.14 

10月下モ 271 278 1.03 

11用上官 238 25ロヨ 1.06 

11月中宅 269 283 1目05

この結果、冷海水を使用した揚合は、冷海水を使用しない揚合より平均単価が3%から

14%アップしていだ。

これらを踏まえ、底ひ怖さ網漁船についてち冷海水を用いることにより単価アップは期待

できるが、その効果は確実性を考慮レ、芯津川における刻果の最倍ラインの3%とした。

なお、石巻に水揚げする底びさ網のうち最ち鮮度保持に努めている漁船とその他の漁船

との水揚げ物の平均単価を出較すると 1. 05～し 14倍となっており、今回の3%

単価アップについては、過大な数字ではないと思慮される。

石巻に水揚げする底びき網漁船！こよる漁獲物の平均単価

340 

320 市白」

船

定

揚

想
水
業

値

度

事

均
鮮
証

平
官
同
実

300 

280 

回

．ー

一．〆，•. ＇，‘ ， ， ， ， 260 

240 

220 

200 - T r一一一一一一一「 一一一「ー ァー

H16 H20 H17 H18 H19 
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これらを踏まえ、効果試算では、主な漁獲物であるマダラ、スケトウダラ

等についてのみ3%単価アップすると仮定すると、

1 9トシ型改革漁船では、七 044千円

14トシ型改革漁船では、 350千円

9. 7トシ型改革漁船では、 438千四

水揚金額が増加すると想定した。

※ 19トシ型改革漁船

マダラ、スケトウダラの現状の水揚金額 34. 790千円

34, 790千四 × o. 03 = 1. 044千円

※ 9. 7～型改革漁船

マダラ、スケトウダラ等の現状の水爆金額 14. 585千円

14, 585千円 × o. 03 = 438千円

※ 1 4与型改革漁船

一操業当たりの漁獲量は9.7トジ型改革漁船と同等な漁獲が見込めるが、

当該船は底びき網操業が9,7ち改革漁船より2ヶ月短くなることにより

効果は、 438千円 x o. 8 = 350千四となる。

-43 -
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1-P よる魚の示談j に2. 

つみずとおり

1 寸亭人~l t.匂オ
小仏！ア （T）白イdhh、｝＇ ', 7 』
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メ
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魚肉の旨疎を長く保つためには、 50（が適温です。特に高水温期には魚体温が27～28。（£ζ
なり、 獄では魚体の中心部が適温になるまで数時間かかり、その聞に鮮度低下が進行しま

す。荻家に湊け込むと通常の上氷の4倍，冷蔵の7倍早く冷却できます。

また、徹，，，請け込むと、魚会純一様に冷やすことができます。:b<:i<ゃ冷蔵では、魚体の

中心部が適温になる時に、体表は議に冷えすぎており、かえって鮮度低下を進行させます。

-0ー氷氷区

-0ー上氷区

100 

80 

60 

40 

20 

死
後
硬
直
度
指
数

約tにj駒込んだマダイ

売 後 雄前の魚体

15 6 9 
経過時間時間）

L C ；：う－~－~ ~ .，布と翁り

死後硬直までの時間が上水よりも2.H音延長され、
昏鳴が畏く維持古れました。

1そうとち網でのマダイでの処理手.／I関

①冷却水槽等で安静に畜養
②活げ夕、血抜き、神経抜き
①家安r、魚体を冷却
④箱にならベでパーチをかぶせ、四すみに少氷
＠冷蔵庫 （5て）で保冷

魚種。漁法で手法が変わりますので＼ 当センターに
相談してください。

'12 3 

。。

マノ

一一

／．、

苦長

市場での価格評価の際、仲買は色等の目視状況の他、先後積道具合で鮮度を磁忠しで

おり，語道前であれば活魚と同等の価格で評価されています。

氷水法ではよ氷法と比較して，荷主義道までの時閣が2.1倍に延長されます。

号制・・・M町田M・・・・・w・・・勾田園町・・園田自『圃・・園田同園，，

福岡県水産海洋技術セッター

研究部漁業資源謀

T臥 092-806-0876
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取組記号。

取組記号 0-2 

取組内容 魚槽内に冷海水循環装置導入による活魚出荷率向上の取組

1現在の活魚水揚げ状況

現在、小型底びき網漁船の一部では、ヒラメ、マコガレイ、アナゴなどの魚
種について、年間平均4. 5トン（0. 5トン～10トンの範囲〉を活魚で水揚げし
ているが、全水揚に対する割合は2%程度となっている。
まだ、活魚は6月以降多くなるが、夏場は水温の上昇ととちに減少している

状況にある。

30 

別月 25 

の 20 H20 

割撤合活 回

10 

% 民ポキ／ダ－0~~文、 J－， ム－ 

・4 H19 

5 

A、 H18 

－＼ 

える干γ
H17 

t;i H16 

。
m:: m:: m:: ,.... N の m:: m:: err:: 寸 l!)(Ocrr::crr::crr::crr::ト co O> 0 err:: m:: ,.... (¥J 

,.... r- r・

2魚槽内に；令海水装循環装置導入による活魚出荷について

改革船では、魚槽内に；令海水循環装置を導入し、海水温を15℃程度に保つことに

より、夏揚でも活魚出荷ができるようにする。

これら取組により、一年を通じて安定して活魚出荷できる体制を整えた上、ヒラメ

マコガレイ、アナゴについては全漁獲物の活魚出荷率を10%までUPすること

とする。

4効果の試算

現在のヒラメ、マコガレイ、アナゴの鮮魚と活魚の単価の差は次のとおりでり、

鮮魚単価 活魚単価 活／鮮

ヒラメ 929 1272 1.37 

マコガレイ 347 903 2.6 

アナゴ 572 824 1.44 
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これら魚種の活魚率を10%に向上させることにより、 1.055千円の増となる。

※現状の水錫11状況

ヒラメ 5, 300Kg、マコガレイ 1 6, OOOK g、 マアナゴ 9, OOOKg 

合計 1 5, 867千円

10%活魚で出荷すると

ヒラメ 530KgX 1, 272月十 4,770KgX929円＝ 5, 1 05千円

マコガレイ 七 600Kg× 903円＋14.400KgX34 7円＝ 6, 442千円

マアナゴ 900KgX 824目 + 8, 1 OOKgX572月 = 5, 376千円

合計 16, 922千円

よって、 16.922千円 1 5, 867千円 = 1. 055千円
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4 漁船での海水シャワー装置の使用

ぎよかくぷっせんべつじ

J''tJf.忌ひ《網む ξ でchγ］ ,, ~ · こ海水亭向、け Z 宇井－

.€£. 爪、き争中 J... 7' 「 t

小型鹿びき網などでは、船上での漁獲物の選別に時間がかかり、その聞に多くの

魚介類がへい死します。

漁船にj動!I<シャワー装置を装着し、選別時に海水をかけるζとでζれらのへい死が

樹齢）できます。

ポンプ
活け悶

海水ジャワー装置の使用状況

導入費用は海水ポンプを含め2万円程度です。

60% 

0,..0,..0,...0 ，...↑パイプ後
0 v 0 v Q. v 0 －ψ2cm 

長あ間隔5cm＂穴径 0.3cm

¥Iiー←シャワー使用
50対」一一一一一一一品

え 持 υ シャワー朱使用
40弱 L-J...ー」ー」ー 」 ー」ー」ム」ー」 」 」ー

4 5 6 7 8 9 10 1 ・1 12 'I 2 3月

月別γャコ活魚率

多くの魚穫で活魚率の向上が期待でき、特に気温＠水温の高い夏場に効果があります。

(8月の豊前海では、シャコの活魚率が約2倍に向上）

紙 、小型魚のへい死繍による再放糊果の向上も期待できます。
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福岡県水産海洋技術センタ一

豊前海研究所漁業資源隷

TEL 0979-82-2151 
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19トン沖合底ぴき網漁船居住区スペース改革案

現状

ベットスペース 0.885ぽ

床スペース 2.1 Bni 

... ‘ CX> 

I 工工一
床面積
約 21.825cni

。
｜ 取組記号E-1 I 

改革案

ベットスペース 1.52ni（約1.7倍）

床スペース 5.7ni（約2 6倍）

18面積
15.200cni 

床面積
68,000cni 
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取組記号F
取組記号 F 

~組内容 資源管理に向けた取組

1仙台湾！こおける操業ルール等

仙台湾で操業する主な漁業は、刺網漁業、小型底ぴき網漁業、せん漁業（ハ
モ胴、力ゴ漁業〉があるが、現在、漁業者同士の話し合いのための組織〈「仙
台湾小型漁船漁業委員会J）があり、現在、漁揚の使い分けを基本とした操業
ルールが確立し、操業秩序の維持安定が図れている。
具体的には、仙台湾〈小底禁止ライジの沖側〉を6ブロックに区分けして、

刺網（せん漁業を含む〕と小型底ぴき網漁業で使い分け、これを2ヶ局毎に交
換して操業していあ。

2資源管理の取組状況

日〉マコガレイの保護区の設定

マコガレイの資源を揺やすため、ー漁業者自らの話合いにより、仙台湾の中に

概ね1マイル四方3～4ヶ所を保護区七レて設定し、平成1才年度から毎年

1 2尽から4用末までの5ヶ月間、会ての水産動植物の採摘を禁止している

〈海区委員会指示〉。

(2）マコガレイ・マアナゴ資源回復計画

平成20年2月に県でマコガレイ、マアナゴの資源回復計画を策定したこと

から、上記保護区のさらなる拡大、 30cmマアナゴの放流などに積極的に取り

組むこととレている。

2ヶ月ごとに底曳と刺網で
A、B海域を使い分けている。
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取組記号 G-2 

取組陶容 パウチ！こよる伺加価値化

1水揚げの現状

現在、ヤリイカ、スルメイカ、ドツコについては、その一部を発砲スチロー
ル箱に入れ、水揚げしている。

レかし、箱を開けて入札するため、魚体温度の上昇と衛生面に懸念があっ
た三。

2パウチによる倍加価値化

改革船では、ヤリイカ、スルメイカ、ドンコについては、発泡スチロール箱
の上棚に、生産者名等を印刷した関発中のパウチを載せ、箱！羽部との空気の流
れを遮断し、冷気保容と異物の混入を防ぎ、漁獲物の倍加価値｛むを図ることと
する。※現在、新和加工（株）〈包装資材業者〉と開発中．

開発中のパウチの概要

・船上で、装着するときの作業性が良く、透明度と機密性の良い構造と材質

のもの。

・使用後の処理を者慮レ、廃棄物処分が安易なちのとする。

・船名、生産者名等を印刷し、小売店までこの形態で流通することで、漁獲物

のトレーサピリティーカ可能なものとする。

パウチのイメージ図

ι 発泡スチロール箱蓋 」
ー・3 一

発泡スチロール箱

一石巻港
金華j中底魚

沖合底ぴき網漁船 00丸
船 主 名
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3刻果等

パウチを用いだ取組については、仲買人、流通業者等から注目されており、
関係者との鍛度にわたる話合の結果、箱1c/ s当たり5%の単価アップは見込
めるとのことである。

なお、仲員、流通業者からは、当該パウチを用いた実証を行い評価をえるだ
めには、最優でも数千c/s以上を出荷するよう要請されている。

ヤリイカ

スルメイカ

ドンコ

刻果の試算

1 9トッ型沖底

ヤリイカ

スルメイカ

ドンコ

箱当だり平均単価 パウチ使用単価

2.000 2,100 

1,500 七575

1,500 1,575 

668千円の水揚増となる。

6000c/s × 

500 c/s × 

400c/s × 

-51 -

1 0 0円 - 60 0千四

38千円

30千円

75円 －

75円 一



取組記号G
取組記号 G-3 

取組内容 f ~価格魚の付加価値化

1ポッケ〈ケムシカジ力）の水揚の現状

ポッケ（ケムシカジ力〉は、 「みやぎの浜の幸12選Jに選出されており、
肉が自身で、昧が淡泊なので、飯ずし、みそ汁、煮物などにすると大蛮おいし
いと人気の魚であるが、外見がグロテスクなことちあり、小型なちのは流通に
乗らない魚である。

現在、底びき網漁業で、小型なボッケを1隻あたり年間1トン以上漁獲してい
るが、値が｛寸かないことから、そのほとんどを廃棄している状況にある。

2洋上加工の取組

改革船では、廃棄している小型ボッケを700～1000K g、船上にて頭
と内蔵を切除し、皮をはぎ、発砲スチロール箱に詰めて水揚げすることする。
現在、試験的に実施したところ、 1K g当たり最f~67月で取引されてお

り、旬の冬場ではさらなる価格アップち期待できる。
なお、ポッケは漁獲直後は容男に度をはぐことができるが、時間が経つにつ

れ剥きづらくなり、陸上で加工する揚合はかなりの手間となり商昂価値が無く
なる。

これらを踏まえ、最f~でち 1 9トン型漁船でld.47千円、 9.7トン型漁船では

67千円の水揚増が期待できる。

1 9トン型

9, 7トン型

700 Kg × 67円 = 47千円

1000Kg × 67円 = 67千円
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取組記号G
取組記雪 G-4 

取組内容 冷海水にて活け〆、脱血処理による倍加価値化

1現在のヒラメ、マコガレイ、アイナメの水揚げ状況

現在、 19トジ裂の沖合底びき網漁船では、ヒラメ、マコガレイ、アイナメに
ついては、一律に箱詰めして水揚げしていた。
箱詰めすることで、一定の評価は受けているが魚価はkg当たり、 500円

から60O円前後にとどまっている。

2 1：舌け〆、脱血処理による倍加価値化

改革船では、漁獲直後の一部について、 j百け〆後、冷海水にて血抜き、箱詰
めするこにより、漁獲物のより高鮮度化により、倍加価値向上を図るこことす
る。

3効果等

ヒラメ、マコガレイ、アイナメの活け〆魚の平均単価は次のとおり。

鮮魚の平均単価 j百〆魚の平均単価

ヒフメ 640 2.150 

マコガレイ 500 2.230 

アイナメ 500 2.220 

改革船では、 19トジ裂沖合底ぴき網漁業では、ヒラメ400kg、

マコガレイ 130kg、アイナメ30kgを活け〆での出荷することとレ、

水揚金額は、 880. 5千円の増となる。

ヒラメ 400× (2.150-640〕 = 604,000 
マコガレイ 130× (2,230-500) = 224,900 
アイナメ 30× (2.220 -500) = 51,600 
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取組記号H
取組記号 H 

If）｛組内容 底びき網で漁獲されだ底魚、イカ類のブランド化への取組

7石巻魚市場におけるブランド化の取組

石巻魚市揚では、仲買人、流通業者等と連携してブランド化事業推進委員会
を立ち上げ、水揚げされるサパ、、ギンザケ、カツオについて、これまでに、
金華シリーズとレて、 「金華さぱ」、 「金華ぎん」、 「金華かつおJとしてブ
ランド化に取り組み、高い評価を受けている。

2底びき網による漁獲物のブランド化への取組

宮城県における底びき網漁業は、現在、石巻魚市場に全水揚げの95%以上
が集中して水揚げされており、鮮魚として流通する他、水産加工業者に供給さ
れている。

しかしながら、底びき物としては、地元消費者の知名度が値い状況にあるこ
とから、ブランド化に向けた取り組みを実施し、｛寸加価値向上に努める。

②底びき物について、季節ごとに旬の漁獲物を選定し、金華シリーズに

つづくものとして、ブランド化に取り組む。
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金華かつおシーズン到来！

は高晶質の証f

この日の脂乗りも最高で

15%と今年初の金華

かつおとして，その名に

ふさわしいものです。

金華かつお出荷認証シール

『金華』今年も脂乗りは最高ですf

例年に比べ遅れていた金華かつおの

シーズンが6月29日，ついにやっ

て参りました。

金華かつおブランド化推進のための

県の補助事業も 3年目。

今年は既に脂乗りは申し分ないもの

の，漁場がなかなか北上せず，関係

者をヤキモキさせましたが，ようや

く金華かつおが到来し市場は活気づ

いています。

金撃かつおブランド基準

石巻魚市場

北部太平洋海区

まき網、一本釣り

新物として水揚 ・販売されたもので、且つ買受業者が上級品と判断した物

1. 8 kg～4kg朱満（中小 1. 8～2. 5kg、中2. 5～3旬、大3～4kg)

生鮮出荷に限る（冷凍物は対象外）

平成21年については6月29日～かつお漁終了まで

かつお 1尾に 1枚のシールを腹又は頭に貼付、若しくは2尾入れ以上の場合は、発

泡スチロール内に 1枚のみシールを挿入

小売パック用専用シールとし、1I＼＇／ クに1枚貼る。買受業者は金華かつおの出荷

先（量販店、小売鮮魚商、荷受業者等）と小売用シールの適正な取扱について相互

確認のうえ、出荷先に小売用シールを渡すこ と。

ブラン ド基準に満たないかつおを出荷し、出荷先や消費者等からクレームがつき、

当委員会宛通報があった場合、認証違反があったものと認める。同一業者のクレー

ムが漁期中 2度発生したときは、当該買受業者に配布したシールを没収し、 以後シ

ールの配布を行わない。尚、買受業者はクレーム処理及び原因究明等一切の責任と

当委員会に対する速やかな報告の義務を負うものとする。

金撃かつおブランド化事業推進委員会： ：事務局（石巻魚市場内） TEL o 2 2 5 -2 3 -8 1 2 1 

準
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項

水揚地

漁獲海域

漁法

品質

魚体重

仕向

期間

出荷用認証シ

ール

小売用認証シ

ール（通しN

0. 付き）

認証違反

基自

－
一2
一3
一4
一5
一6
一フ一
8

9 

10 


